
1.目的

コミュニケーション手段に関tる人工物発逮学訓査の結果

人工物発達学の観点からコミュニケーションの澗題をとりあげ、様々なコミュニケーション乎段について、

①谷々の手段の利用旧的や利使性などを比較訟,廣し、さらに、(2)特定の同1杓のためにどのような乎段をとり、

どのような乎段をとらないかを瓢腰剖、る。それにより、各コミュニケーション手段が選択される必然性と倒的

適合性を明らかに寸る。

2.力法

2.1 1既要

開査用紙はオ新高末尾に添付Lたが、上記(1×2)以外の引1杓に鬨寸る設問も含ノνでおり、データ全体は膨大なも

のである。オ●'では(1×2)に関する股問の単純集計結釆について恨倍するが、その他の項目とのクロス集計など、

よりi洋細な分析については、またチ商を改めて轍告する。

今回の削査では、国内で商齢者(70楽,)、学生(88右)のデータを取得心た。さらに国外でフィリビン8名、タ

イ 10空,、ブルガリア 10 楽,、ルーマニア数名のデータを迦Nし、文化差の比i1或も行えることとした。ただし、

データ量が多寸ぎるため、ここでは国内の高側詞辧捌査の結牙y白ナを様告tる。

2.2オ薪献こ桜告する嗣査槻要

2.2.1 インフオーマント

千葉県千葉市にある社団法人千柴市シルバー人材センター、に会員登録している60才以上の男女を刈'象とし

た。質問紙訓査は、そのうち抄川打珎話を所有している男女合計50名(60代男性15瑠、 60代女性15*,、 70代

男竹辻0宗,、 70代女挫10ネXこ刈'して行った。なお、シルバー人刷センターは、入会資格として「千葉市に居

住寸るおぉむね60 才以上の健康で仰K愆湫の訪る方でしたら、どなたでも」となっているため(千葉市シルバ

一人材センターの場合)、健康に瀏題が訪ったり、センターに登録しようという気持ちのない商断片野は含まれて

いない。したが0て、本嗣査の結果は、かならずしも高齢者全体に一般化できるとは限らない点に注意が'硬

である。

"' http://WWW、CMba・SC.conl/sub0100.html

なお、千菜市だけでは則或吐の影腎があると老え、そこから剛れた揚所で、かつ都市部ではない場所として、

沖純県石垣市を選び、そこでヨ,哩fをすることにした。

石垣市にある社団法人石垣市シルバー人材センター*に会員登録している60才以上の男女を刈象とした。質

問紙はそのうち"沸打E話を所有している男女合計20名(60代男性5楽.、同女性5*,、 70代男性5*,、同女姓

5名)に刈'して行った。

士 h比P://silV鹸'S.sjc.ne.jPん'engo/pub/oldrengo/SC_shousai?center_id=6

こうした理山から、ここでは千葉と石埴ので那朧長開査で相られた結巣を比峻しながら結果の爪冴沢を行'うこと
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に寸る。

2.2.2 剛侍U易所

千葉データにっいては、2007年10村 16日に千菜市シルバー人材センター宛に訓査翔紙を一括して発送し、
4逓朋後の11j]13日に同センターから回収した。各インフォーマントへは同センターを通して謝査用紙を郵

送してもらい、空いてぃる1峅岡に自宅にて記入した後、センターに返送してもら0た。記入にかける蜘祠は叔

長3遡闇までとし、記入が終了した段階で同センターに返送してもら0た。

イi垣データにっいては、 2007午10打 26Uに弔社亘市シルバー人税センターに詣属を依頼し、 10刈 30秘に

肌墜が村紙を発送L、12円 12日に1司センターから回収した。各インプオーマントへは同センターを通して脳断

用紙を郵送してもらい、空いている時冏に山宅にて記入した後、センターに返送してもらった。

223 質制紙の噐査ヰ姻

ここで胴いた質闇紙は以下のような内容を含んでいる。

①教示説明

蔀傑肋醤卸1励W創ヨ約のものであることの説明と、営楽活動にりンクしていないこと、個ノ●・剛W)則我には十

分配点することを述べ、同愆された蛎洽に以下の質問に回答Lてもらうよう依頼した。

インフォーマント自身について

プライバシ・→呆護とシルバー人材センターの方針により、氏名や住所などの個人'1'1井Rは1回答してもらわず、

イニシャルとシルバー人材センターの会員番号、およびι判玲、ム鰯柊学歴のみを尋ねた。なお、村づ刈にっいては

質問してもH目題なか0たと思われたが、シルバー人材センターの力で整理しで抽都を教えてくれることとなっ

た。

②人問関係について

コミュニケーションメディアとしての抄剛打に話にっいて質闇をするため、インプオーマン1ψ)人"・1]関係の実

態にっいて把栃村・る質問を行・0た。人腿関係のカテゴリーと各カテゴリーにおける質橘円ミ目は以下の通りであ

る。

(QI)家族や親1戒(2 親等までとしたが厳密には守られなか0た)。最大 15 名まで記入できる榊!を成けた。質11"
項目は氏名(イニシ气りレ)、午齢■硫柄、携帯繊話の有無、抄剛扣命舌による連絡4W凱発伶'と受信のそれぞれ)、同

居・万Ⅲ譜の別、である。

(Q2)近所づきあい。最大7■まで記入できる悩1を設けた。質問項郵は、氏右(イニシャノレ)、イ村蛉、処,刈、膨ン吊'
暗話の有無、携帯電話による連絡頻度(発偏'と受信のそれぞれ)、浦よび住所(都迪奇県と都市まで)である。

(Q3)趣味の仲問。最大7名まで記入できる州捲設けた。質問瑶畑は、氏名(イニシャル)、午齢、判ウ列、挑加電
話の有無、携帯匹話による連絡頻座(発信と受信のそれぞれ)、趣味の内容、および住所(都道府県と都市まで)

である。

(Q4)仕郭鬨係。最大7宅,まで記入できる柵佐設けた。質問項目は、氏右(イニシ・Xりレ)、4刊蛉>幽刈、拶X片心話
の有無、1捌.栩琶話による連絡鯏空q引言と受信のそれぞれ)、および住所(都遡仟県と都市まで)である。

@5)その他(友人鬨係を含む)。最大7右まで記入できる榊1を,没けた。質闇項朧は、氏名(イニシャル)、午齢、
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性"り、携帯電話の有無、携帯翫舌による逸各頻度(剣言と受信のそれぞれ)、関係、およ剖主所(都週奇県と都市

まで)である。

以上のように5つのカテゴリーに分けて人間関係を調査した。なお、記入する人数の上限はQ1で玲名、

Q2以降では7名としたが、フルに7名記入していたケース、したがってそれ以上いる可能性があるケースも

若干見受けられた。

各カテゴリーで、氏名(イニシャノレ)、年齢、携帯電誕の有無、携帯電話による連絡頻度(矧言と受信のそれぞ

れ)という質問項目は共通しているが、それ以外、カテゴリーによって若干の入オ1替わりがある。

携帯翫舌による受劉言にっいては、ほぼ毎日(◎)、週に1-3日程度(0)、月に1-3日程度(△)、年に数日程度(X)、

携帯翫舌による遍各をしない場会(空白)とした。

友人関係を明示的なカテゴリーとしていなかったため、場合により他のカテゴリー(たとえば家族親掬に入

れてしまっているケースもあったが、集計ではそれらを本来のカテゴリーに移した。

(3)ハイテク機器について

携帯亀誕はハイテク機器の一種であるため、まずハイテク機器についての済報を得ることとし、 Q1からQ4

までの項目を入れた。

(QD ハイテク機器のイメージ

(Q2)ハイテク機器に普段感じている不満

(Q3)具体的なハイテク機器、合計28種類について、保有の有無、利用頻度(隅ま毎振、たまに、利用していな

い)、容易に使える力酒か、を質問した。 28種類の杉魏&は、テレビ、 DVDプレイヤー・レコーダ、ビデオレコ

ーダ、ビデオカメラ、デジタノレカメラ、デジタノレウォッチ、ステレオ、音楽プレイヤー(ポータブル)、ゲーム

機、1C レコーダ、ラジオ、ファックス、カーナビ、パソコン(基オ卦桑作)、パソコン(インターネット機

能)、パソコン(メーノレ機能)、パソコン(ワープロ機能)、電子辞書、電子楽器、電子レンジ、洲糧機、多

機能電信舌機、コピー載望、スキャナ、期動マッサー洲幾、4甜テのAIM、駅の券売機(暫顎の切符)、駅の券売機噺

幹網である。

(Q4)ハイテク機器の利用。最初1こ禾リ用したハイテク機器、ハイテク機器の利用で困ったこと、困った場合の対

処方法について質問した。

(4)携帯電話について

(4-1)携帯畷舌について、一般的質問を行った。

(QI)保有しているルていた挑帯電信舌について時期、キャリア、機種番号、自分で購入したかどうか、を質問

した。

(Q2)最初に拶辯夕電話を使用した時について、いつ頃か、そのイ吏用目的は何だったか、当時と現在で印象に変化

はあるか、を質問した。

(Q3)携帯電希をこれからどう利用するかについて、現在も使い続けている理由、これからも利用するかどうか、

携帯のない生活についてどう思うか、を質問した。

携帶電話の機能について

(4-2)挑帯餓舌の多機ヨ註について以下の質問を行った。
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(QD さまざまな機能について、知っているかどうか、自分の携帯にあるかどうか、利用頻度(毎日、週に 2-3

回、月に2-3回、たまに、まったく使わない)、もっと使いこなしたいか、を質問した。機能としてりストアッ

プしたのは、竃信舌機能(電話、テレビ電信舌、国際翫舌)、メール機お凱メール、写真貼付メール、デコレーション

メーノレ)、インターネット機能(ウェブサイト閲覧、ナビゲーション(地図)、ダウンロード(音楽、ゲーム等)、

交通情報(乗り換え検索等))、時計機能(時計、脅覚まし、ストップウォッチ)、エンタテイメント機能(音楽

プレイヤー、テレビ、ラジオ、ゲーム)、,情報記録機能(音声メモ、テキストメモ、竃恬剛卿、カメラ機能(写真、

動画像(ムービー)、予定管馴幾能(カレンダー、スケジュール管咽、生活教望能価辛書、万歩計、電卓、電子マネ

ー(Edy、スィカ等)、外部接紗こ機能妙卜部力ード、赤外線通信、 USB通信)である。

(Q2)携帯電話の多機能化という動きについての意見

(Q3)携帯電話のデジカメ機能について、どのくらし寸吏っているか、フィルムカメラを保有していれぱ、それと

の使い分け方、を質問した。

(Q4)通話機能とメール機能について、各々の利点と欠点、両者の使い分け基準、通話について冏定電話との使

い分け基準、メール機能について使うようになった経緯、通話とメール以外に関心のある機能、について質問

を行った。

(Q5)メールと通話のそれぞれの各耐県作について、できるかどうか、よく使うかどうかを質問した。りストし

た操作は、メール機能(アドレス帳を使ってメールを遡言tる、送られて来たメールに返信する、送られてきた

メールを他の人に'猛送する、デジカメで撮った写真をメールにa'付して送る、絵文字を使ってメールを作成す

る、送られてきたメールのアドレスをアドレス帳に登録する)、通話雛能(アドレス帳を使って電話をかける、

着信およU溌f言履歴を使って電話をかける、相手の電話の留守番電言乱こ4示音する、自分の?E話に録音されてい

る、留守番電話を闇く、着信および矧言履歴からその番号をアドレス帳に登録する)、である。

(4・3)携帶翫舌についての一般的意見

なに力感じていることを自由記述してもらった。

(4・4)携帯電誕のユーザビリティ

携帯電話の使いやすさについて、自分で使いこなしていると思うか、もっと使いこなせるようになりたいか、

操作は難しいか、操作や画面表示でわかりにくいのは何か、わからなかった時はどう対処するか、を質問した。

(励コミュニケーション手段について

圖定電話、携帯電恬舌、手紙、電報、携帯メール、パソコンメール、他人への伝言、直接の対面の8種噸のコ

ミュニケーション手段について、どのチ呈瓦罫リ用するか(よく、あまり、ほとんど、全く)、どのような要件で誰

に対して使うか、不便な点や困ることは何か、代用手段はあるか、について質問した。これは多様なコミュニ

ケーション手段の中で、挑帯遜舌による通話やメールがどのような位置づけになっているかを棚べるための設

問である。

(5・D 場面ビとのコミュニケーション

前項目と同様、固定遜舌、,塀拶電話、手紙、電報、抄僻井メール、パソコンメール、他人への伝言、直接の対面、

という手段にっいて、場面ビとにどれを良く使い、あるいは偶に使うかを質問した。場面としては、 QI.特に

用事がないけれど話がしたい(声が朋きたい、連絡が取りたい)とき、 Q2.劾矣に帰宅時間がちょっと遅くなる
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ことを知らせたいとき、 Q3.遊び(ゴルフや宴会、大会など)のスケジュールや会場などを決めるとき、 Q4.体

開が悪くて堅急の述絡がしたいとき、 Q5、利用施設のスケジューノレ(峡画の上映時朋や美術鮪の開館時11ヨ、副検

や演奏会の開始岫弔ヨなど)について知りたいとき、Q6.困ったことがあって相談したいとき、Q7.楽しいこと(面

内いこどがあったので、それを人に伝えたいとき、 Q8.則町物のお礼がしたいとき、 Q9,約束の時冏に遅れ

そうになったとき、 QI0.友人にお金を偕りたいとき、 Q11.安否を俳翫忍したいとき、の11である。

これらの揚而は次の表のようι二燧理される。

QI.特に解小:がないけれ

ど,活がしたい(声が開きた
い、述瑞が取りたい〕と

特に急がない

Q7,楽しい (伯i内いここ

と)があったので、それを
人に伝えたいとき

き

安否を硫韶したいと

Q3.遊び(ゴルフや宴会、
大会など)のスケジュール
や会場などを決めるとき

ある程度急ぐ

帖.利j1υ延靴のスケ
ジニール(映画の上叫団.訓Ⅲ

や発引イ鯨のⅢ1館時陽、'1
演や演突会の1川始11舸批な
ど)に0いて知りたいと

伍・2)その他剣劇謀

後1ヨインタビュー調査に恊力してくれるか例蔀熟こは現時点で実施していない)

Q6. 1村0たことが凌)0て
扣,炎したいと き

艇.贈り物のお礼がした
いと

Q2.11訪剣こ!1'宅時剛が
ち上0と遅くなることを
知らせたいと

QI0.友人にお金を併りた
も、とき

き

急ぐ

叩.約東の11丁1剖に遅れそ
うにな0たとき

J

則.休,1,'肋勺悪くて察心ψ)
述絡がしたいとき
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3.i告卯、と分制〒

朋査用紙の問8(QI・Q8)の各コミュニケーション手段にっいてと、問9・QI~Q11 場而ごとのコミニニケー

ションにっいて、各設問への千葉と石垣の結果を並べて要約し、また分析を行う。いうまでもなく、問 8 は、

各々の手段の利用同的や利便姓などを比較朋査寸るという第一の目的に対応したものであり、闇9は、粘定の

帥抑のためにどのような手段をとり、どのような手段をとらないかという第二の目的に対応したものである。

3.1 問8・QI~Q8 各コミュニケーション手段

3.1.1 各江ミュニケーション予段の比i1淡

問8は様々なロミュニケーション手段について、その用件や相手、不便な点、代皆手段について朋いている。

(a)千柴

区11に示すように、もっとも多く利用されているのは固定電1舌であり、次いで1甥帯屯1舌と携耕ヅール、そし

てPCメールと対而がそれに汰いでいる。高齢者ということで乎紙の利用頻度があるIW変高いのではないかと

予想していたが、実際にはICT機器にとって代わられていたようである。なお、庄倒的に少なかったのは笵報

と伝言であり、電机というメディアは今ではヰ羽列な場合にしか利用しないものとなっているといえるだろう。

100%

80%

600ι

'ず

40%

20%

'デ

/

096

懐11 各コミュニケーション手段の羽例"劃変(千藥)

石"日

懐12に示すように一携粥yーノレやPCメールを良く利用する率が石垣において低いように思える。

(C)比峻

そこで千菜と石垣の比挙の差をχ2検定によって嗣べ、その結来を表1に示した。それによると、やはり携

帯メールの利用が1%水準で、 PCメールの利用が5%水進で有意に差が認めら、石垣におけるメールネⅢ干1の低

さが確認された。その他、電蝦が1%水準で、手紙が5%水準で有意さが見られたが、いわゆるオールドメディ

アについては石垣の方が利用率が高いことが伺える。

i"

'ず

(n群50)

口無回答

闘全く利用しない

国ほとんど利用しない

回あまり利用しない

囲よく利用する

ノ゛
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5%=フ.81473

090

**

フ.812

図2 谷=ミュニケーション手段の利用冴岐(イ弘動

*

d仁3

表1 それぞれのニミュニケーション手・段の禾1川"劃変に関するχ2検定の結巣

1%=11.3449

固定電話
携電話

(n=20)
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手紙

携帯メール
隠都

パソコンメール

口無'回答
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3,1.2N_118・Q1②固症電話を利用寸る場合の用件や相乎

甸千葉

表2は、固定屯話について、それを利用tる場合の用件や相乎をまとめたものだが、その結果は以下のとお

りで、家族やW戒との連絡、友人との連絡が多い。またあらゆることを固定皿話で済ませるという人もかなり

多い。長話になる持は岡定電話を使うというのは膨辨扣)使用料金を気にした緑糾幼、しれないJ質座としては、

良く利用寸るが36であまり利用しないが12であり、かなり利用されている実態が伺える。

家族や匁調戈との述絡(NO.2,4,6,フ,8,14,15,16,21,28,29,31,40,43,45,49,5の

友人との速絡(NO.1,4,5,6,フ,8,15,21,23,28,29,41,43,47,48)

あらゆること(NO.3,9,10,11,18,19,20,33,34,42,44)

仕小イNO.2,5,8,12,24,31,41,',4印

長い話の時イNO.14,27,3印

緊急でない用村ψ)岫イNO.37)
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表2 固定電話を利用する場合の用件や相手(千葉)

NO.1

NO.2

NO.3

用件は勿論の二と家にいる事が殆ど一人のため友人等に雑談をするため使用する事も訪る。

NO.4

仕事の内容等。家族の行事や出掛ける時、友人との連絡。

NO.5

生活のすぺて。

NO.6

友人、別居している子供の家庭に使用してま寸。

NO.フ

仕事(ボランティア)仲問との打ち合わせ。古い友人との連絡。

NO.8

親戚や友人など。

湖g-Q1②閲定電話艇11用する場禽の用件や相手

NO.9

親類知人凌人連絡、話し合い、辺屈な時。

NO.10

友達とのコミュニケーションやご機嫌伺い。仕事や趣昧の速絡。ロス在住の娘1こ長電話を。

NO.11

日常的に

NO.12

基本的に通話は固定電話を使用している

NO.13

全ての用件で。

NO.14

雑談、仕事仲問。

NO,15

遠方にかけるとき

NO.16

長電話する時。妹や家族。

NO.17

親類、友人等。

NO,18

孫への電話

NO.19

生活するにおいて必要な時に必要な人と。

NO.20

自宅からの時は固定電話をイ吏用する。

NO_21

速絡のとり訪い。

NO.22

そんなにこだわらずに使ってしまう

N023

家族、友人等に近況報告、お児舞い、等

NO、24

固定鼈話へTELして出ない時は携帯へTELする。

NO.25

友達一元気がどうか

NO.26

業者に依頼する時。相手が法人の時。私用以外の時。相手が携帯を持っているかわからない時。

NO.27

受恬したら受けるがセールスが多い。

NO.28

問合せとか通知等がある時のみ。

NO.29

①電話頻度の少ない相手。②連絡内容が複雑で時問がかかりそうな場合(長電三副

NO.30

親族・涯人に必要連絡事項や近況を報告する。

NO.31

連絡・挨拶俳見戚、友人、商店、図書館等)。

旅行など、道を闇遅えたときくらい。

詫0.33

利用頻度

子供との遮絡。仕事の連銘。

NO.34

家にいるとき。また、メモを残寸必要があったり、手元に資料や書類が必要なとき。スピーカーにして
手ナ"ける。

NO.35

よく利用する

NO,36

よく利用する

自宅にいるときは、通話は携榊電話からでなく固定電話から寸る。

NO'37

相手に正碇に伝えたいとき。また、確認したいとき。

よく利用する

NO.38

批帯を持っていない人に対してかけるときゃ、長く話す必要があるとき。

あまり利用しない

NO,39

緊急を要しない用件。

よく利用する

NO.40

人に会う連絡を取るときに使う。

よく利用する

NO.41

連絡を要する場合には、誰に対Lても使う。

よく利用する

NO_42

親戚などに対し、社交辞令を圃定電話で。

よく利用する

NO、43

家や事務所など逐内にいるときに、友人や仕事先などを相手に使用する。

よく利用する

NO.44

用件は関係なく、家にいれぱ固定電話をイ吏う。

よく利用する

NO.45

親戚や友人に連絡事項をする場合に使用。

よく利用する

NO、46

家にいるときには、携帯電話よりも固定電話を私用寸る。

よく利用する

NO.47

家族に掃宅時問を聞くとき、仕事相手に仕事のことで

よく利用する

NO、48

法人、団体への予約などの依頼事項の連絡。

よく利用する

NO.49

知人に対して、話が長くなり時問がかかりそうなとき。

訪まり利用しない

NO.50

知人に訪問速絡をする。

よく利用する

親族とご機嫌伺いやお礼(物を送ったり送られたりした際)、慶弔が派生した時の依頼事項の伝達

よく利用寸る

家族との迎絡。外部との一般連絡。

あまり利用しない

(b)石垣

結果をまとめて表3とした。この内容をまとめると以下のようになり、仕事が一番で緊急時が2番、家族や

親戚が3番と、家族や親戚がトップであった千葉(表2)とは利胴形態が異なっている。

仕4・f (NO.3,5,9,16,]フ,19,2の

よく利用する

よく利用する

よく利用する

あまり利吊しない

よく利用寸る

あまり利用Lない

あまり利用しない
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あまり利用しない

よく利用する

あまり利用しない

よく利用する

よく利用する

よく利用する

よく利用寸る

よく利用する

よく利用する

師まり利用しない

あまり利用しない

よく利用する

よく利用する

よく利用する

よく利用する

よく利用する

よく利用寸る

よく利用する

あまり利用しない

よく利用する

罰まり利用しない

よく利用する

よく利用する



堅急の11寺(NO.1,フ,10,13)

家影杙01釦戒との速絡(NO.2,3,10,12)

友人との連絡(NO.9,16,2の

あらゆる場合(NO.15,18)

待ち合わせ(NO,4)

安否硫認(NO.印

表3 固定遊話を禾Ⅲ村寸る場合の胴件や物手 qi」鋤

NO,1

NO,?

NO,3

急ぎのとき、外出先での用件、速絡など。

NO,4

家族の連絡上

NO.5

仕事等の連絡、子供たちへの迎絡

NO.6

待ち合わせ

NO.フ

仕事を主に歴外でしている人。嘗業等で出ている人。

NO.8

独居老人の安否確認。

問8一口U棚矧定電話を利翔する堀合の則件や松譚

NO.9

繋忽の場合、仕率関係、身内にする

NO,10

連絡を取りたいとき。

NO,1 1

①友人②ビジネス

NO.12

急ぎの用件のとき、娘に対して使う

NO.13

家庭から家塵以外はすべて

NO.14

用事がある時に兄錦、友達に対して使う。

NO.15

繋急のとき、携帯電話を持っている相手がわかるときにほとんど使う。

NO、16

盡録されている相手に迎綣をする時

NO,17

大きな声で届かない範囲外は電話をする。

MO,18

仕李関係者や友人に対して。

NO.19

仕李のときに、仕事仲問に。

NO.20

外出時の諸用件は、ほとんど携帯電話を使用する。

仕率上の連絡のとき。

仕事の用件で。会社、友達に使用寸る。

3.1.3 剛8・Q1③固定屯話の不便な点

(a)千菜

表 4 は周定暗話の不便な点をまとめたものだが、これによると相手が不在のときというのがも0とも多い。

これは相手が常に携帯している前捉の挑帯唯話では通常発生しないことであり、鬮定確話の不便さが(扮帯竃話

の手11仙性を知ることによって)明らかになったものといえる。外出先からかけられないというのも携帯電話では

ないことである。また本人以外がでる、というのも同様である。このように、携帯猫話と比峻した場合の鬨定

磁話のデメリットはかなり何削ξに1酎屋されているように思われる。

相手が不在のとき(NO.2,5,26,舗,40,43)

迷惑電話が多い(NO.器,34,41,44)

外出先(NO.10,14)

相手が話し中のとき(NO,17)

自宅でないと利胴できない(NO.2の

本人以外がでる(NO.3印

利用類座

あまり佼用しない

胡まり使用しない

よく利用する

よく利用する

よく利乕寸る

よく利用寸る

よく利用寸る

全く使用しない

よく利儒する

よく利祭する

訪まり使周しない

あまり使用しない

表4 固定冠話の不便な点(千英)

よく利用する

あまり使用しない

全く使用しない

あまり使用しない

よく利用する

よく利用寸る

あまり使用しない

よく利用する
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NO.2

NO.5

NO.10

相手が不在。

NO.14

留守電のない留守の場合。

NO.17

外幽先で公衆電話のない場所の通話

外出している時。

NO.18

相手が話し中のとき。

電話はよいがFAXは問違いFAXが多く困っている。相手は会社関係のFAXNO.と思っているようだ。何と

かしようと迎絡を取ってみたが相手が多くやめた。注文書等送付されるのですがにぎりつぷしてます。

NO.26

NO.27

NO.29

相手が留守などのときには何度もかけ廼寸。

鞠8-Q1③矧定徽話の不便な点

NO.30

自宅でないとかけられないこと。

NO.34

迷惑砥話(売り込み)がかかってくること。

NO.35

公衆謡話が減ってしまい、罰まりない。

NO.36

セールスや勧誘の電話が多い。

NO.37

いすに座って落ち濳いて話ができるので良いが、不在のときに困る。

NO.40

本人以外の人が出ること。

NO.41

一般の圖定電話なりに、自然に津くぁ位分けているので、特にない。

NO.43

急ぎの用事のときに限って密守のとき。

NO.44

現在、とくに感じない。あるとすれば、勧誘の電話。

NO.46

相手が不在のときに困る。

色々な勧誘の電話がかかってくること。

電話が澀雑していてつながらないことがある。

(b)石垣

冏定厄話の不便な点を表5にまとめた。これ1,こよると、相乎が不在の」易合(NO.3,13)力辻b1蜘!内目立つが、島

とは多様で島る。なお、閥定屯話がないインフォーマントが今匝13*ルゾとが、 NO.9にはそれに鬨連した愆見

が述べられている。石垣の冏定直話普及率.のデータが手元にないが、固定屯話よりは挟升様互話が良く仙われて

いる可打獣生がある。

喪5 圃定確話の不便な点 qJ勵

NO.3

NO.4

NO.8

相手が留守の場合何度もかかる

NO.13

連絡が取れないとき

NO.18

固定電話が無い。

NO.19

相手が不在のとき不便を感じ携帯電話を持っていたら連絡がとれ使利である。

NO.20

外出時に発信・着信ができないこと。

通話の内客が、外部の人に知られる。

操作の仕方がわからないので、不便。

3.14 問8・Q1④固定屯話が使えない場合にとる千段

(a)下葉

表6には、固定心話が使えない上1合にとる手段をまとめたが、当然予想されるように、挑帯屯話を利用する

というのが最も多い。しかし、あきらめるという人が第二位に来ている点は注月tべきだろう。今圓のインフ

オーマントはすべて夢剛打U話の所有老で島る。廸1定心話が使えないという条件設定を「相手が肱恬の通じない

状況にいる」と創努1したのならあきらめるのも仕力ないが、そうでなけれぱ拶附打称話やメールを使うというこ

とも想定できる筈である。そうしたことをせずに、単.にあきらめてしまう、という回響がこれだけ多数あった

1怠は注同に値寸る。

携1告電話(NO.2,4,6,フ,10,14,16,17,27,34, U,収,47,仰,5の

問3-Q1③圃定電話の不便な点
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あきらめる(NO.5,12,25,26,30,諦,38,45,46,48)

メーノレ(NO.27,29,41,44)

手瓢UNO.3,8,11,21)

公衆砥話(NO.24,34)

直接訪澗(NO.39)

表6固定屯話が使えない"拾にとる手段(千葉)

NO.2

NO.3

NO.4

携帯電話で代用。

NO.5

手紙で代用。

NO.6

携帯を併用します。

NO.フ

あきらめる。

NO,8

携帯電話を利用する。

NO,10

携帯電話を使う。

闘8-Q1④畷能電話が使えない場合にとる手段

NO.1 1

手紙で代用。

NO.12

外出先で公衆電話のない場所でのみ、携帯を使用する。

NO,14

手紙で代用。

NO,16

あきらめる。(相手がほとんど携帯を持っていないので)

NO.17

携帯で連絡する。

NO.21

携帯で代用。

NO.22

携帯を持っている人にはそこへ。

NO.24

手紙、FAX等

祉0.25

時問をおいてりダイヤルする。

昶0,26

公衆電話を利用するか、諦める。急がなければ改めてかける。

NO.27

あきらめる。

NO.28

内容によって連絡つく迄かけ直すか諦めるときもある。

NO.29

①携帯電話②手錘③相手によってはパソコンのEーメールで代用。

NO.30

審麺上で連絡を行う。

NO.33

迷惑電話、パソコンのメールで代用すると思う。

NO.34

胡きらめる。

NO.35

代用手段が無く、あきらめる。

NO、37

携帯電話、または公衆電話の使用。

NO,38

仕方ないから代用する。

NO.39

昔のことを思えぱ、肉然体でよいのでは。

NO.40

あきらめる。

NO.41

代用する手段はないが、どうしても連絡をとりたい場合は直接訪ねる。

NO.42

再度かけなおす。

NO,43

代用手段として、携帯電話(通話・メール)やバソコンのメール割吏う。

NO.44

携帯確話を使う。

NO.45

留守番電話機能を使う。

NO.46

相手が不在のときであれぱ、パソコンのメールを利用する。

NO.47

あきらめる。

NO.48

代用手段が無い。用件によってはあきらめる。

焚0.49

携帯電話で代用。

HO、50

代用手段なし。

相手が携帯電話を所有している場合には、携帯電話を使う。

携帯砥話を使う。

(b)石垣

斜陽1を表7 にまとめた。抄州打琶話を羽例・b上るケース(NO.6,9,17,18,20)が一番多いが訪きらめる(NO.2,10,

19)も多い。これは傾向としては千葉の表6と同様である。
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表7 圈定電話が使えない甥合にとる手段(石垣)

NO.1

NO.2

N03

そのときに応じて考える。今のと二ろなし。

NO.4

あきらめる

NO.6

家族の携帯に連絡する(発信の場合)

NO,フ

諦めてのちほどまたかけなおす

NO.9

携帯霞話で代用。

NO.10

後にまたかける

問8-Q1④劉定電話が使えない場合にとる手段

NO,1 1

他の友人に携帯をかけて連絡を取る

NO.13

あきらめる

NO.14

手紙

NO.17

殴話に録音機能が栃れぱ伝言を留守番電話に録音して代用する。

NO、18

電話番号を知らない場合。

NO.19

相手が携帯電話を持っていたら、携帯にかける。

NO.20

携帯電話で代用。

何もしない。

その状況では、携帯電話で代用する。

3,1,5 11U8・Q2②"11舮恵話を羽幌1する甥合のj・Π件や相手

(a)千英

表8に1"帯屯話を利用する揚合の用件や相手をまとめた。外出するときに持ってゆくのは1中平電話の本質的
利用法であろう。連絡も状況的には外出と刷じといえるだろう。その愆味で、この設リ.りへの回答には、あまり
見るべきところはないが、相手が狸州夕屯話を持っている時に利用する(NO,詑,36)という回符は拶平、1芽乢とい
うニミュニケーションパターンが多い可能性を示唆してぃる。

外出の時(NO,3,6,10,11,18,26,28,29,33,34,42,44,50)

述絡(NO.1,2,5,8,9,17,23,24,44,45,47,5の
仕事(NO.16,21,31,41,42)

急、用の1侍(NO.4,27,49)

全て(NO.2の

表8 抄附聟岳話を利用寸る場合の用件や相手(千茅)
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NO.1

NO,2

NO.3

連絡、事故(主に)

NO.4

家に余り居ない人と麺絡をとりたい時。

NO,5

外出の時。

NO.6

囲定電'

NO,フ

家族との逃絡。

NO.8

出先からとか相手力斗笠帯の場合。

鬪8-Qネ之携幣電話を利用する場合の翔件や松手

で通じない、急用の時だけ。

NO.9

子供の帰り時卿の。

NO.10

主人との外からの連絡に使用。

NO.12

すぐに迎絡をとりたい時など

NO,13

外出先での用件の連絡

NO.14

孫の洋服のサイズを朋くとき一娘に。外出していて帰る時問等一主人

NO.15

仕事の件

NO.16

急ぎの時、待ち合わせの時。友珪、家族。

NO.17

用件が伝えられない時はメールで送る。

NO.18

仕耶の迹絡

NO.19

子供に用がある時。

NO.20

外出時に速絡を取りたい時。

NO.21

親成、家族、友人など

NO.22

寸べて使うように寸る

NO.23

左人、仕亭関係に迎絡

NO.24

掛けるより掛かってくる方が多い。

NO、26

帰宅時問等

NO.27

出先から自宅へ地怒。子供に連絡。待ち合わせに遅れる時。お互い出先の時の趣絡(左人等)。

NO.28

外出待ち合わせ等のとき。

NO.29

①頻搾に連錨する相手。②急ぎの時。③出先から迎絡寸るとき。

NO.31

外出時の緊急連絡。

外出中に、友人等と連絡を取るとき。

NO,32

子供との連絡。仕事の連絡。

NO.33

電話の発悟相手が携帯電話を所有Lていれぱ。しかし、同年代の友人は、ほとんど繊帯需話を持って

いない,

NO,34

NO.35

煮分が外出中で、柑手が電ξ

利用頻度

NO.36

外出先で必要なときに使う。

あまり利用Lない

NO'37

「行く」珂帋る」「持っていく」などの、普段の日常会話程廐のもの。レジャーに出かけた際の応答。

あまり利用Lない

NO.38

通常の迺話に、携帯電話を持っている人に。

あまり利用しない

NO.39

出先から耐紗島や家族へ。

胡まり利用しない

NO,40

友人・子供に会うときに使う。

よく利用する

NO.41

全て同定電話で事足りてしまうため、使っていない。

あまり利用しない

NO.42

鯆妹には、特別な用事が無くても携帶電話でかけて話を寸る。

胡まり利用しない

NO_44

仕亊では、取引先や社釣の人に対して使用寸る。使用では、友人や家族に対して使用する。

よく利用寸る

NO.45

外出時、仕事のときに使う。

に出られるような状態だと予測できる埼合に。

低とんど利用しない

NO.46

外出時に、色々な用件で使用する。

あまり利用しない

NO_47

家族に帰宅時問を知らせたり、忘れ物の迎絡をしたり

ほとんど利用しない

NO.48

個人的な用件。主として、相手は友人。

よく利用寸る

NO.49

即、速絡をとりたい場合。相乎は知人。

よく利用する

N050

雑多の用事で、多く1こ人に。

よく利用寸る

疑急迎絡が必要なときに、仕窃先や仲卿に対して使う。

あまり利用しない

外出時に、家族との連絡t

卿石垣

結果を表9 にまとめた。その結来は以下のとおりで、述絡と外出の時が多いのは千葉の表8と1司様である。

一般的な行動パターンといえるだろう。

迎絡(NO.1,2,5,フ,8,14,17,19)

外ι1_W)時(NO.3,6,10,12,1鋤

急用の時イNO.9,]4)

仕小t(NO.玲,1印

固定屯話で通じないとき(NO.4)

企て(NO.20)

よく利用

あまり利用Lない

よく利用寸る

よく利用寸る

る

よく利用寸る

よく利用する

あまり利用しない

よく利用寸る

とるのに使う。

ほとんど利用しない

よく利用する

よく利用する

ほとんど利用Lない

あまり利用しない

あまり利用しない

よく利用する

あまり利用しない

よく利用する

よく利用寸る

恬とんど利用しない

全く利用しない

よく利用する

よく利用する

よく手リ用寸る

よく利用する

あまり利用しない

よく利用寸る

よく利用する

あまり利用しない

あまり利用し

よく利用する

ナ'い
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表9 "剛打E話を利用寸る"拾の用件や網手(石血)

NO.1

NO.2

N03

遡終、事故(主に)

NO.4

家に余り居ない人と迎絡をとりたい時。

NO.5

外出の時。

NO.6

固定電話で通じない、忽用の時だけ。

NO.フ

家族との迎絡。

NO.8

出先からとか相手が携帯の場合。

闊小口票器携帯電誌を利用する場食の用件や根手

NO.9

子供の帰り時問の。

NO.10

主人との外からの迎絡に使用。

NO.12

寸ぐに迎絡をとりたい時など

MO.13

外出先での硝件の趣絡

NO、14

孫の洋服のサイズを闇くとき一娘に。外出していて掘る時間等一主人

NO.15

仕事の件

NO.16

急ぎの時、待ち合わせの時。友達、家族。

NO.17

用件が伝えられない時はメールで送る。

NO.18

士事の遜終

NO.19

子供に用が訪る時。

NO.20

外出時に速絡を取りたい時。

親戚、家族、友人など

3.1.6 闇8・Q2③抑洲界U話の不便な点

すべて使うようにする

(a)千菜

喪 10 に"繕牝岱活の不使な点をまとめた。ヰ乳こ多いのは、相予もしくは内分が催1夕Hこいたり、網手の小暢泌{入
つていなか0たりして利胴できなくなることである。

表10 携粥砺話の不痩な点(千雰幻

利用頻疫

NO.10

あまり使用しない

NO.14

あまり使用しない

NO、15

よく利用寸る

現在はないが特定の場所や特定の時に通話不能になる場合が訪るのでは?

あまり使用しない

NO'17

圈外になる事。(地下など)

よく利用する

なかなか相手が気づいてくれない点。

NO.21

よく利用寸る

電話代が高い。

よく利用寸る

NO.23

よく利用寸る

相手はいっも通じると思っているが、場所、状況により出られない場合も多く、寸れ遅いの時も多い。

NO.24

よく利用する

NO.26

アドレス帳がなかなか出せない。(前の使罵ケイタイはボタン1回でかけられたので)

よく利条する

NO.27

相手が乗り物に乗っている時は通話ができない。電源を切っているときは困る。

あまり使用しない

NO.29

よく利用する

問8-m③携帯電話の不疫な点

相手の電源が入っていない、充電中、持ち忘れ等。

NO,33

よく利用する

①建物によっては「囿外」になること。②公共交通椴関を利用している時。

NO.34

胡まり使用しない

あまり使用していないので、不便な点も困ることもありません。

HO.35

あまり使用しない

急用なのに、相手が電話に出られない場合がある。

NO.36

よく利用寸る

電波が届かないところでは使用ができない。

よく利用する

NO.37

重さ'大きさなどの検討をして欲しい(機能別にして滅暴)。相手が不在のときに困る。

よく利用する

NO.41

朋き取りにくいときがある。

あまり使用しない

NO.44

便利さを第一義としている解体なので、不便はない。

NO.46

壊れたときゃなくしたとき。

NO.47

車の遜転中に電話がかかってくると困る。

NO.48

電話を携帯していないとき、電源をOFF1こしているとき、電波の届かないところにいるとき

NO.49

電波が届かない場所がある。会議中、運転中は通話ができない。
別段不便は感じない。

電池(バツテリー)切れで通話がとぎれてしまったときに困る。
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(b)石垣

斜糾ιを表Ⅱにまとめた。股11県を誤解したのか、代替手段を俳いているケースがほとんどである。

表Ⅱ」捌類砺舌の不便な点(石垣)

NO,1

NO.3

NO,5

その時点で考える。今のところなし。

NO.6

メールを使用、アドレスのない人は何度でも・ー

NO.フ

代用は会社なら会社へ伝言を入れる。他はあきらめる。

NO.9

訪問する。

NO.13

代用する手段がある

NO_15

黒電話などにかけ直す

NO,19

この手段が取れないときは郵便で代用します。

NO.20

画接出向いて対面で話をする。

棚8・口匠御携幣電話の不便な点

時問をあけて、後で連絡する。

3-1-7 闇8Q2④杉餅野称括が使えない蛎拾にとる手段

固定電話、公衆砥話で代用する。

甸千共

表 12 に、"瓣界E話が使えない場合にとるチ段についてまとめた。結果は下記のように、固定電話の利用が

一番多か0た。しかし、あきらめる(代替手段をとった後のあきらめも含む)が第二位となっている。立y智遮話

やメールの利用がそれに次いでいる。

固定電話(NO.3,4,6,12,18,27,35,39,40,41,42,46,47)

あきらめる(NO,5,10, H,24,飢,38,45,49,5の

公野ど遮話(NO.6,フ,8,34,41,5の

メール(NO.33,44,46,47)

繰り返し発信'(NO.2,24,2鋤

FAX (NO.18,47) '

菜書、千瓢KNO.21,22)

訪開(NO,39)

伝言依頼(NO.17)

表12 "弁寺屯話が使えない呪合にとる手段(下葉)
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NO.2

NO.3

NO.4

何回か掛ける。

NO.5

固定電話にする。

NO.6

固定電話も使います。

NO.フ

あきらめる。

NO.8

固定琵話か公衆電話を探す。

NO,10

駅頭の電話公衆電話を探す。

NO.12

問B-Q2④携帯霞話が使えない場金にとる手段

公衆電話使用。

NO.14

他の手段が考えられない場合は諦める

NO.17

圖定電話で。

NO.21

諦めます。

NO,22

廻りの人にお願いする。

NO.24

固定電話、FAX、ハガキ等

NO.27

手紙(急がない用件であれぱー.)

NO.28

あきらめるか、通じるまで何度も行う。

NO.31

①固定電話②数少ないが公衆電話

NO.33

代用はせず、再発偕蔀罍り返す。

NO.34

訪きらめて待つ。

NO.35

メールで代用。

NO.38

公衆電話があれぱ、それで代用。

NO,39

代用手段を考える。固定電話を利用する。

NO.40

あきらめる。

NO.41

固定電話、訪問。

固定電話を使う。

NO.44

①事務所に帰ってから固定電話を使用する。②公衆電話。③人に携帯電話をイ井りる。他

NO.45

NO.46

ハソコンのメ ル樹吏用する。

NO.47

'」 0

あきらめる。

NO.48

固定確話や、メールを使用。

NO.49

ル、固定選話、FAXなどで代用。ハソニンメ

代用手段なし。

0

電池(ノくツテリ

卿石垣

表 13 に結果をまとめた。下記に結果を整理したが、

いでいる。大力の傾向は千葉の表12と同様である。
あきらめる(NO.2,10,14,1剖

メール(NO,3,1D

固定電話(NO.9,2の

公衆屯1舌(NO.2の

伝言(NO,励

訪問(NO.6,15)

郵便(NO.13)

,^

,0 'ー

)釖れの場合であれぱ、充電後に再度かけるが、充電ができなけれぱあきらめる。
、 ヒ 0

表W 挑帶電話が使えない場合にとる手段(石如
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NO、1

NO.2

NO.3

その時点で考える。今のところなし。

NO、5

あきらめる

NO.6

メールを使用、アドレスのない人は何度でも・

NO.9

代用は会社なら会社へ伝雷を入れる。他はあきらめる。

NO.10

訪問する。

NO.1 1

黒電話などにかけ直す

問3・02④携帯電話が使えない埼合にとる孝段

NO.13

あきらめる

NO.14

メール

NO.15

この手段が取れないときは郵便で代用しま寸。

NO.17

諦める

NO.18

直接出向いて対面で話をする。

NO、19

あきらめる。

NO.20

わからない。

時澗をあけて、後で連絡する。

固定電話、公衆電話で代用する。

3-1-8 闇8Q3②刊賢を送る4拾のjU件や相手

甸千菜

表 H に、手紙を送る場合の川件や相手をまとめた。これによると、挨拶やお礼が比峻的多いが、訪まり多

用されていないとはいえ、その使途は様々である。

挟拶(NO.1,5,9,21,24,29,諦,43)

お礼(NO,フ,9,12,24,37,38,43)

仕*:(文冉送付などXNO.31,蹄,46,49)

午賀や皆中見鮓い(NO,15,18,40)

屯話では失礼と思われる特(NO.8,1の

徹件葬祭(NO,5の

話を1ⅡK のが排y剣呼(NO.17)

111件の依刺KNO.26)

集まりの連絡(NO,34)

炎14 手紙を送る蛎拾の帰件や相手(下葉)
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NO.1

NO.2

NO,3

ご無沙汰している人に。変わった出来事があった時。以前を思い出したい時。

NO'4

観(覧?)券等の送付等。

NO.5

ほとノνどがTEL。

NO.フ

昔よりの書く習慣を大切にして、むしろ電話より帯くようにしています。

ご挨拶、御礼等、少し改まる感じの時が多い。

NO.8

お礼。お祝い等

NO.9

病気兄擬いや写真を送付寸る時。電話で失礼だと思うとき。(大事なことや目上の人等に)時々利用
'る

懸8-0工即半綴を送る場令の用件や掬芋

NO,10

NO_12

お礼やあいさつ等

NO.15

電話では失礼と思われる挨拶や用件の連銘

NO.16

お礼。電話だと高齡のため闇き取れないため。

NO.17

年賀、暑中見舞など

NO.18

孫へ近況報告

NO'19

人の話を闇くのがイヤな人には手紙で。

NO,21

年賀状秩a人、友人、親戚等)、寮内等を送り旅行とかにお誘い寸る時(友人)。

N022

友人、写真を送っていただいた時。

季節ごとの近況をイ司い、又紐告する。転居等の案内。お児舞等改まった文を書く時。

NO.24

急の用件ではないが約束する厩時がある時とか近況とか。

NO.26

お祝い事があったとき。いただきもののお礼。おくやみ。近況報告。たまには手紙を書くのも楽しい。
.・・ほ'々

NO,27

NO.28

用件をイ衣頼する時。

NO.29

①旧友や同窓生に近況を伝え、相手のご機嫌伺い。②喬薬では喬えないような告白をする時。

NO.31

友人・親族に対して。樽類が碇実に相手に残り、再度の見註しが可能なので。

NO.33

季節の挨拶俳見しい人)礼状など。

NO.34

仕事のこと。

NO.35

挨拶状など、改まった内容をイ云えたいときに。友人、親戚などに対して。

NO.37

仲問同士の捺まりの案内、メールで連絡できない相手に。

NO.38

契約・取引などの詳細確認や慶弔など。

NO.39

贈答のお礼、お祝いなど。

NO.40

ものなどをもらって、そのお礼の手紙くらい。

NO、41

日時、内容埣の再確認が必要な場合には、誰に対しても。

剃術挺度

NO.43

暑中兄舞い、年賀状

よく利用する

NO.44

親雌や友人、社内の人に

あまり利用しない

NO.46

親戚や友人に挨拶や礼状を出す。

あまり利用しない

NO.49

速方の身内に母のことを知らせるときに使用する。

よく利用する

NO.50

文書を送付する際に。相手は、友人など。

あまり利用しない

品物を送るときに手紙を添える。特に、ロンドンに住んでいる娘に送る。

よく利用する

冠婚葬祭の連絡に使う。

(b)石垣

表 15 に結果をまとめた。その内容は下記のように多様で島るが、驚上の人や礼状など、礼儀を靈んじる場

合、埀要なことや頒い小:などに仙われている偵向が見られる。千莱の表・2-33 と1'オ粕勺には1司村W)傾向といえる。

珂上の人(NO.5,13)

礼状(NO. D

速絡(NO.3)

見郷い(NO,3)

述方の人(NO.6)

尋翻矣に(NO.フ)

手紙が来たとき(NO.9)

速絡できないとき(NO.11)

年賀状(NO.15)

願いUI:(NO,15)

よく利用寸る

よく利用寸る

ほとんど利用Lない

あまり利用しない

あまり利用Lない

あまり利用Lない

あまり利用Lない

ほとんど利用しない

よく利用する

訪まり利用しない

ほとんど利用しない

あまり利用しない

あまり利用しない

あまり利用しない

ほとんど利用しない

あまり利用しない

あまり利用しない

あまり利用しない
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啄とんど利用しない

ほとんど利用しない

あまり利用しない

1まとんど利用しない

あまり利用しない

あまり利用しない

あまり利用しない

ほとんど利用しない

ほとんど利用しない

ほとんど利用しない



重要な要件(NO.1鋤

友人に(NO.19)

表15 手紙を送る場合の用件や相手(石■勵

NO.1

NO.3

NO.5

お礼状。

NO.6

県外の友人や同好会への連絡&児舞等

NO.フ

目上の方。心づかいが必要な方の場合に使う。

NO.9

運方(外国)にいる兄錦に。

NO.1 1

孫と、勉強のつもりで使います

NO.13

相手から手紙が来たときは必ず返率を出す

NO.15

連絡不通の時

問ヨ・03②手紙を送る端合の用件や梅手

NO.18

先輩、親族の先輩、組繊の先登に羅要な用件に使います。

NO.19

年賀状。お願いの件があるとき。請求書。

量要な用件など。

3.1.9 闇8・Q3③手紙の不便なJ怠

友人に対し、近況報告などのとき。

(命千菜

太16に手紙の不便な点をまとめた。それによると、時鼎]のかかることに対寸る不満(NO,5,9,10,24,舗,49)

が多く、葉、i圷、坊手、ポストなどの人工紗肋ミ近くにない場合への不便さ(NO.21,26,34,4印がそれに次ぐ。書

くのが而倒だ0たり、御経を使うから、字が、F手だから嫌だという恋3UNO.29,朋,40)も少数ながら註難1すべ

きだろう。

表16 千紙の不便な点(千葉)

NO,5

NO_8

NO.10

時間がかかる。ボストまで速い。

NO、21

外国は一週問、国内でも2.3日かかること。

利用顎疫

NO.24

他の手段より少々時問がかかる

あまり使用しない

NO.26

ポストが遠い場合、切手が手許に無い場合が不便。

あまり使用しない

NO.27

不便なことは呂数がかかる。

あまり使用しない

NO.29

特にないが、ハガキ、切手がない時は不便。極"便局やロンビニが邇方)

ほとんど使用しない

NO.33

不便が良いのです。ゆったりして。

よく利用する

NO.34

爵くのがめんどう。

あまり使用しない

NO.35

文面の作成に神経を使う。

あまり使用しない

問8←Q3③手紙の不便な点

NO.40

よく利用する

手紙やはがきを事前に用意する必要がある。ポストが近くにない場合の移動が而倒。

NO.46

訪まり使用しない

時闇がかかる。再硴認が必要になることもある。

NO、49

肪まり使用しない

字が下手。

あまり使用しない

ポストへの投函が憶劫。

即座に相手の動向が確認できないこと。

(b)石垣

結来を表17にまとめたが、 H数(氏列ゆがかかること(NO.3,6,10,玲,15)が圧倒的である。これも千柴の表

16 と1司様である。

表17 手紙の不便な点 q゛動

U
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NO.3

NO_5

NO.6

悪天候で多少遅れが出る件寺に製場)

NO.10

郵便局やポストまで行かなけれぱならない。宛名を書かなけれぱならない。

謎0.1 1

外国にいる兄弟なので、日数がかかる。

NO.13

遅い

NO.15

困ること大

磁話のようにすぐ相手に伝えることができない。

3・1-10 問8'Q3④手紙が送れない呪合にとる千段

時問がかかる。ポストに入れにいかなけれぱならない。

問8一伽③予紙の不便な点

佃千菜

表 18 に手紙の代外手段にっいてまとめた。それによると圃定艦話が一位である。電話が二位だが、 これま

での股闇への回答をみると、その多くは固定電話と思われる。1捌櫛琶話やメールがそれに次いでぃる。
冏定屯話(NO,1,4,8,15,21,33,35,39,41,50)

電話(NO.3,6,フ,10,17,22,24,26,29)

抄州契荘話(NO,15,41,50)

メーノレ(NO.15,34,4D

諦める(NO.27,開,49)

F躯(NO,39,4印

訪闇(NO.3励

表18 手紙が送れない甥合にとる乎段(千葉)
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NO.1

NO.3

NO.4

固定電話を使用する。

NO.5

にする。YEL

NO.6

電話。

NO.フ

とれない場合は無い。

NO.8

砥話する。ほとんど電話で済ませている。

NO.10

電話をかける。

NO、15

やはり圖定電話を。

問8-Q3圃手紙が送れない場令にとる手段

NO.17

電話を利用する

NO.21

圖定電話、携帯電話、メール。

NO.22

電話をかける。

NO.24

電話(固定)

NO.26

電話する。

NO.27

能話を寸る。

NO.29

手段がない。用件によっては靴話にする場合がある。

N033

諦める。

NO.34

砥話で代用する

N035

固定電話を使用する。

N037

メールができる相手なら、メールで代用。

NO、38

訪問する。固定電話を用いる。

NO.39

代用しようとはあまり思わない。

NO.40

あきらめる。

NO、41

固定電話での復諦、FAXなど。

NO.43

手段が無いので、字が下手なまま出す。

NO.46

パソコンメール、固定電話、払ξ帯電Z舌

NO.49

必要ない。

NO.50

FAX、または宅配便を利用。

胡きらめる。

電話(澗定電話・携帯砥話)を使う。

(b)石垣

結果を表 19 にまとめた。屯話(NO.1,3,4,10,15,19)が最も多く、ついで伝言(NO,9,1D、そしてi都める(NO.

2,5,6)といったところで島る。大方、千菜の表18 と1司様である。

女19 手紙が送れない場合にとる手段 q゛動

NO.1

NO.2

N03

電話をかける。

NO、4

あきらめる

NO.5

電話利用で代用。

NO.6

ケータイ電話

NO.9

やめます。又はFAXを入れなおす。

NO.10

あきらめる。

NO.1 1

知人に迎絡を取り様子を聞き連絡してもらう

問荘Q3④平怒が送れない場合にとる手段

NO.15

電話する

NO.19

隣の人。また友達連絡でーー

電話を寸る。

電話などで連絡を取る。

3-1・Ⅱ 11"8Q4②屯帳を羽拐]tる此拾の用件や相手

甸下菜
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表 20 に磁沸を平リ1・別、る場合の用件や相手をまとめた。近午は提常的な速絡手段として利用されなくなって

きていることを反峡Lて、畷弔での羽蛾Mミ圧倒的である。ただ既に見たよう1・こ、その利用頻数は少ない。

弔1、琶(NO.5,フ,8,16,18,21,22,24,26,27,33,34,37,41,44,49,5の

祝'_詣(NO.5,フ,8,10,16,21,22,24,29,33,34,37,41,44,49)

堅急INO.35,4D

病父KNO.31)

心2σ遮慨を利川寸る場合の用件や相手(下j婦

NO.5

NO.フ

NO.8

祝電、弔電のみ。

NO.10

祝電または弔電。

NO,16

祝電、弔田G逢方の人に)

NO.帽

祝電等

NO.21

祝・弔電

NO,22

葬儀等のとき

NO.24

駕8-Q*券禦報を翻縮する場禽の用件や相予

結婚祝い、お獅やみ等式場へ

NO.26

慶弔用として使う程度。

NO.27

祝靴、弔電

NO.29

弔電を打った時くらい。

N031

①弔電のみ。②競頚、元同僚、同窓生eto

NO.33

慶事等

NO、34

病気のとき。

NO.35

艦弔時には使用する。

NO.37

祝電、弔電などのとき。

NO、41

電話・手紙などの代用ができない場合。繋急確認。

NO.44

祝電、弔電。

NO.46

急用や慶弔時、相手は限定されていない。

NO,49

冠婚葬祭に使う。

NO.50

まったく利用していない。

慶弔が発生した場合のみ、相手先に使う。

(b)石堰

屯桃の結果を表21にまとめた。膿弔の吠拾が多いこと、また弔小:のU1合が多少多いことは千集の表20と同

様である。

i卜上IU (NO.1,3,5,フ,9,12,13,14,15,16,18,19,20)

祝'_転(NO.1,3,5,6,12,13,14,16,18)

使わない(NO.1の

色々(NO,1D

堅急INO.18)

弔電に使う。

利用麺度

ほとんど使用しない

全く使用しない

ほとんど使用しない

あまり使用しない

表幻屯桃を利用tる場合の用件や杣手 q゛動

ほとんど使用しない

ほとんど使用Lない

ほとんど使用しない

ほとんど使用しない

ほとんど使毘しない

ほとんど使用しない

ほとんど使用しない

ほとノνど使用しない

全く使用しない

ほとんど使用しない
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ほとんど使用しない

金く使用しない

ほとんど使用しない

ほとんど使用しない

全く使用しない

あまり使儒しない

ほとんど使用しない



NO.1

NO.3

NO.5

祝電、割、報など。

NO.6

慶弔のみ?

NO.フ

弔電、祝電。

NO.9

雛生日会、結婚式。

NO.10

例えぱ身内に不幸が生じたとき

NO.11

主に不祝慌

NO_12

闇3一酎御電報を利用する場粛の購件や相手

使わなくなった

NO.13

家庭・会社・公用・すべて

NO.14

祝砥とか弔電の時

NO.15

慶弔のとき利用します

NO_16

祝事。弔事。

NO、18

弔砥(?)

NO,19

葬式、お祝い

NO.20

主に冠婚葬祭。その他、忽を要するときなどに使用。

弔電のとき。

弔霞のときなど。

3・1・12 1剖8・Q4③冠傑の不便な点

(a)千葉

表22に遮桜の不価な点をまとめたが、料金の商さ(NO.21,34),ーカ通行である(NO.舗,49)などが併鄭卿杓で

ある。ただ、もともとあまり使われていないメディアなので不満もあまり多くはないようだ。

表22 電報の不仙な点(千町9

NO.21

NO.26

瓢瑞頻度

NO.27

文の内客を考えること。代金が高すぎる。

よく利用する

NO.34

郵便局が近くにない。

あまり使用しない

NO.35

何もない。むしろ以前より全国で受け付けてくれるためか、待たされないのが良くなっナニ。

山まり使用しない

NO.49

代金が意外に高い。

胡まり使用しない

詳細に伝えられない。一方通行。

あまり使用しない

(b)石垣

結果を表器にまとめたが、設闇の意図を凹リ界していないような回響が多い。

即座に相手の動狗が確認できないこと。

栃まり使用しない

全く使用しない

よく利用する

ほとんど使用しない

問3・Q4③電級の不便な点

よく利用する

我羽屯轍の不便な点 q弘励

胡まり使用しない

ほとんど使用しない

あまり使用しない

NO.2

あまり使用しない

NO.3

1まとんど使用しない

NO.10

困らない

ほとんど使用しない

NO.12

はがき、'砥話、手紙等

内容が眼られている

NO.15

文の内容がわからない時

送ろうとして郵便局に行ったことがあるが、当物断られた。なぜならNTTとのこと。どちらにしても出向

力寸'けれぱナ'らナ'いから

3-1・13 問8・Q4④屯報が使えない場会にとる手段

(a)千葉

表24に遜報が使えない岐拾の代掛手段についてまとめた。それによると、電話(NO.フ,10,17,24,26,35,49)、

閻a一射③電報の不便な点

^15
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手紙(NO.8,10,21,22)、などが目立っ。

表24 電都が使えない場合にとる手段(千到幻

NO.フ

NO,8

NO.10

電話します。

NO、17

手紙

NO.21

手紙または通話で代用

NO.22

電話をかける。

NO.24

手紙(速迷)

NO.26

手紙

NO.27

電話を寸る。

闊小Q4爾電報が使えない場会にとる手段

N033

特にない。遅くなっても打っ。時には電話ですませる;とが胴る。

NO.34

諦める。

謎0.35

慶弔の場合にはできるだけこの手段樹吏う。

NO.41

場合によっては、他人に伝言を頼むか、自ら行くが、ほとんどあきらめる。

NO.49

訪問寸る。圖定電話を使う。

NO.50

携帯電話メール、バソロンメール

電話で後ほど確認する。

あきらめる。

卿石垣

結果は表25 に示寸とおりである。電話n、10,1,4,10,12,15,18,19)もしくは手匙モ(N。.9,18)といたところ
であり、傾向としては千葉の表24と全く同じである。

喪25 砥報が使えない岐拾にとる手段(石垣)

NO.1

NO.2

NO、4

電話をかける。

NO.6

あきらめる

NO,9

ケータイ電話で代用。

NO.10

あきらめる。

NO.12

NO.15

遅れても理由を密き手紙を出す
電話

NO.18

電話する

問8・Q4④餓報が使えない場会にとる半段

NO.19

電話でする。

電話や手紙で代用。

3-1'14 闇8Q5②鉚剛夕闘活のメールを利用tる場合の用件や相乎

電話などで用件を済ます。

(田千菜

表26に、"馴糊毛話のメールを利用寸る"洽の用件や相手をまとめた。それによると、六ルや友人との、札弁(N .
5,13,15,16,19,22,26,33,34,37,40,44,46,47,5のが多く、遊びや趣味1羽速(N。.20,24,27,35,3印ブソれに
次いでいる。

表26 挑帯屯話のメールを利用する"拾の用件や相手(千雰冷
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NO.4

NO.5

NO.10

通話できないときにメールを送僑しておきます。

NO,12

家族、友人との連絡。

NO.13

携帯を購入したぱかりでまだ未利用

NO.14

メールがきたら返寸一娘

謹n一口郵即携帯電話のメ{ル表郡縮する端合の欄件や相手

NO.15

友人

NO.16

用件よりも身近に起こった事など(おしゃべり)

NO.18

友人との連絡

NO.19

仕事、娘、迎絡邸項があるとき。

NO,20

相手の方に用件を伝えておきたい皓、至急の返事が特にいらない時使用している。

NO.21

伝言。家族、友人。

NO.22

遊びに使う率

NO,24

築会の遮絡、出欠の有無等

NO.26

子供、友逐、近況穀告、外出の待ち合わせ等について。

NO.27

遊ぴに行く時の予定等。近況報告。

NO,28

長女に緊急連絡があるときのみ。ほとんど長女のほうからくる。

NO.29

①予定の連絡②趣昧の仲闇が多い

NO.33

近況や所在場所などの情報を送僑。

NO.34

連絡事項、別居している親族、家族

NO.35

家族に対して、帰宅時問の遜知に。

NO.36

笥単に連絡をとりたいとき、メールが来た場合の返掘のやり取り。

NO,37

普段の日獣会話程座のもの。レジャーに出かけた際の応答。

NO.40

ゴルフ場の明示や、約束の場所などの連絡。

NO.41

友人や知人に、欽食店の場所を知らせたり、聞いたり。

NO.44

姉妹や子どもに対し、待ち合わせや相手の都合を聞くとき。

NO.46

いつでも、取引先など仕率上の相手や友人など使用の相手と。

帰宅時問等の連絡を娘と取るために使用する。

NO.47

友人、家族問での報告、迎終に。

NO.50

雛れている家族ψ即や親類に対して、生活状況などの近況連1各。音楽バンドメンバーなど知人には、
活動の状況の連銘。

(b)石埴

結来を表27にまとめた。連銘(NO,3,9)、述方(NO,9,11)などがi牛かれているがデータが少なく明{派ではない。

家族との連絡で、通話が十分にできないときに使う。

剥用頚疫

あまり使用しない

よく利用寸る

火27 "附打圃活のメールを利m寸る甥令の用件や相手 q社田

ほとんど使用しない

ほとんど使用しない

よく利用寸る

NO.3

よく利用寸る

NO,5

よく利用する

NO.フ

迎絡、近況情報

あまり使用しない

NO.9

遜話がもったいない。用件がはっきりしている。

よく利用する

NO.10

使い方があまり知らない

よく利用する

NO.11

速くへ転勤した方や家族・友人

あまり使用しない

闇8・Q5鐙

NO.12

使い方がわからず、使ってない

あまり使用しない

NO.15

速方にいるとき。通話ができないとき。

よく利用する

NO.19

操作がわからないから

よく利用する

,携幣電

内密の話があるとき。

ほとんど使用しない

近況報告などを、子どもに対して送恬する。

よく利用する

3・1-15 1、1"8・Q5③膨州WE話のメールの不便な点

よく利用する

話のメールを制用す

ほとんど使用しない

よく利用する

(a)千築

表 28 に、携帯確話のメールの不使な点をまとめた。あまり多数の1剛商はないが、返*:がない与拾に相予が

院んでくれたかどぅかがわからないという指摘(NO.舗,46)が社条1される。

よく利用寸る

よく利用寸る

よく利帛する

よく利用する

よく利用寸る

場会の用件や槌手

よく利用する

喪28 携帯肱話のメール不仙な点(千厶櫛

よく利用する

よく利用寸る

よく利用する

あまり使用しない

刈用頻癌

よく利用する

よく利用する

全く使用しない

あまり使用しない

全く使用しない

あまり使用しない

全く使用しない

あまり使用しない

あまり使用しない
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NO.10

NO.14

NO.21

メールの常属は携帯に集緋される

NO.27

夜中にメールが屈く時

NO、34

送悟メールの意味が不明の時、失礼がある。

N035

便利この上なし

NO.37

複雑な内害だと、入力に時問がかかるので送れない。

NO.46

返事が無い場合の確認。

NO,47

今のところなし。

謡8-Q5③携幣電話のメールの不便な点

相手が見て確認したかどうかわからない。

特に困ることは無い。

(b)石」亘

結来を表29にまとめたが、例数わずかに1である。入力がしにくぃという指拡iで訪る。

表29 1捌勘芯話のメール不仙な点 qイ」鋤

NO.15 若い人の様に直接入力ができない。物に書いてそれを見ながら入力してぃる。

3・1・16 問8'Q5④抄剛乳琶話のメールが使えない娚会にとる乎段

甸千葉

表 30 に1秀紗心話のメールが使えない場合にとる手段をまとめた。これによると、"帯メールが使え六い炉,

合に最も多いのは電話(固建ど好帯を含む)であり、パソコンメールがそれに炊いでぃる。この、゛は、"糾¥ー
ルの利用者はパソコンメールも利用できる」工拾が多いことを伺わせる。

磁話(NO.8,10,12,15,21,22,24,27,33,35,41,44,4印

パソコンメール(NO.27,34,36,37,39,41,47)

F惑(NO.21,39,47)

手紙(NO.8,1の

諦める(NO,14,5の

問8-Q製御携帯電話のメールの苧便な点

表30 "排打E話のメールが使えない"拾にとる予段(千牙幻
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NO.8

NO.10

NO.12

電話や手紙

NO.14

通話、手紙の利用

NO.15

固定砥話

NO.17

諦めます。

NO.21

電話(携帯、圖定)

問亭口5④携幣電話のメールが使えない堤金にとる手殺

NO.22

電話をかける。

NO.24

電話での通話、FAX

NO.27

電話する。

NO.33

電話

NO.34

①通話機能で遜絡②パソコンのある人にはEメールで速絡

NO.35

公衆電話から、圖定電話にかける。

NO.36

パソロンのメールで代用。

NO,37

必要な場合は、訪問するか固定匙話をイ吏う。

NO.39

パソコンメールで代用。

NO.40

時問1こ余裕がある場合には、バソコンメールを用いる。

NO.41

FAX、 PCメーjレ

NO.44

再度メールをする。

NO.46

固定電話、パソコンメール

NO.47

直接電話をかける。家にいたら固定電話から、外なら携帯電話から。

NO.50

携帯電話で電話をかける。

バソコン、FAXを1吏う。それでも交僑できなけれぱ、あきらめる。

あきらめる。

(b)石垣

結果を表31 に示寸ご遜ヨ訊NO.4,10,12,15)、四H処NO.9,19)、あきらめる(NO.5)といったところであり、パ

ソコンが普及していない石垣らしく、千菜の表30の結果とはそのノ反で災なっている。

麦31 甥沸"琶話のメールが使えない場合にとる手段 q社脚

NO.4

NO.5

NO.9

ケータイ琵話

NO.10

諦める。

NO.12

ハガキを書く

NO.15

電話する

NO.19

電話する

澗8-05④携帯欝話のメールが使えない場禽にとる手段

電話をする。

手紙などで連綣する。

3、1-17 問8Q6②パソコンのメールを羽併村、る易拾の用件や朴1乎

(a)千葉

表詑に、パソコンのメールを和川]する場合の爪件や相手をまとめた。この結果は多様であるが、長い文幸

や添付がある甥合(NO.18,諦,34,37,47)が多い。この点は合理的な選1火であるといえるだろう。

太32 パソコンのメールを利用する場合の升1件や相手(千群幻

'19

、
!
゛
、
、

kawanoak
長方形



0.

NO,10

NO、14

ノ
0

NO、15

先方から受摺した場合のみ返悟

NO.18

.ノ

」帯を持っていない人との連絡

NO,22

子供たちに、健応であ

NO.24

緜8-06②バソ奨'

宅い文章を必要とした時と添付ができるから。仕事関係の方との遜絡に使用。

NO.26

^0

て行する時の計画等の転送等。
たまには

NO.27

ない。メールの打ち方がわからない。

NO.28

NO 29

NO,32

つてみようかなと思うとき。長文になるときは楽である。相乎はいろいろ。

忠'

ハソコン仲問1こ、インターネット上の惰報を教えるときなどに使う。

のメールを利承する場合の療件や掬手

NO.33

か。集まる時、何時ごろ。

0

コー.,

NO.34

人、ボランティア仲問への迹絡

1 の受注・兆注のとき、仕事仲問に。

0.

多い場合、添付(たとえぱ写真など)をする場合に。友人に対して使う。谷力

0-

電し、

.

NO.37

0.39

NO,41

や蜜内状をを送るとき、一廐に複数人に送るとき。
ノ
0

ν

i'、 L,1 1

0.

NO.43

取引先など仕事上の相手や友人など使用の相手と。とくに詳細な連絡を取りたいとき。いつで・ 、

,ノ

内容的に長くなる場合、友人や

0.

ず、後に確認が必要となる場合。

'

0_45

一人に行事等の速終を寸るため。

'ー

コJ フコンへの肌'、Π;'との連絡(母のことや墓参りの打ち合わせなど)。

キ

0

つよιコ。,"、

0

'

0

0,48

NO.50

0

ルの連絡、仕来の適絡

ー」

^

'

】ロロのⅡ1」

.

(b)石垣

結果を表諦にまとめた。もともとパソコン利汗Ⅱ枢が低い石垣のため、頻数が少なく、傾向はでてぃ六い。

表器パソコンのメールを利用寸る場合の用件や相手(石堰)

よい

^

Ⅱ

、

拘

^

、会議を開くような事項も)。③仕

の連終に使う。

で。

、

人に対して。

コ、、,、0

せ ハランティアの予定などの迎絡。

0

利用類度

よく利用する

アノ

あまり使用しない

U

あまり使用しない

よく利用する

J 1キ、
^゛

0

よく利用する

0'

訪まり使用しない

ノ

あまり使用しない

0

ので。

0

^
じ10

全く使用しない

.、/ J d.

よく利用する

、

J

3'1-18 N・り8・Q6③パソコンメールの不便な点

(a)千菜

表34に、パソコンメールの不便な点をまとめた。数は多くないが、相手が託んでくれたか磁雫、バでき六い(N ,
5,28,29,43,46)といった不泓功ゞ多いが、受佶刷'忍の機能を使っていないか知らないものと、唄われ7。

表34 パソコンのメールの不使な点(千雰9

問8-0捌即バソコンのメールを利用する場合の用件や相手

よく利用する

、

.、

あまり使用しない

」 1、」 1 ◆

よく利用寸る

^

よく利用寸る

ノ、

はっ、 りしていて記録にも残したい時。
ノ、下」

よく利用する

まとんど使用しない

FTへ打っ二寸、アトレスのある友人、知人に練習も繁ねての利用。

よく利用する

あまり使用しない

゛

よく利用する

よく利用寸る

よく利用する

よく利用する

よく利用する

よく利用する

よく利用する

あまり使用しない

よく利用する

よく利用する

50

利用類

あまり使用しない

よく利用する

栃まり使用しない

あまり使用しない

、
'こ
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NO.5

NO,10

NO.14

パソコンを児てくれないことが多い。

NO,24

常用寸ると常にメールのチェックをしなけれぱならない

NO.26

相手とすぐ連絡がとれない

NO,27

メールが来ているかどうか、バソコンを開いてみないとわからない二と。

NO.28

メールの打ち方がわからない。

NO.29

こんな便利なものはない!

NO.33

相手が受信確認Lているか不明なので、堅急迹絡には不向き。

NO.34

悶8一口以御バソニンのメ{ルの不梗な点

相手が読んでくれたか確認、が遅れるところ

NO.35

写真のように、容量の多い情報を送受信する場合に制限がある。

NO.43

パソコンの電源を併如寺入れておかないと使えない。

NO,44

時間がかかる。面梱Kさい。

NO.46

返悟力{来ないときに困る。

相手がバノコンを使っていない場合は、別の手段が必要。

携帯メールと同桜、相手が児たかどうかわからない。

化)石垣

太35に結来をりストしたが、そもそもパソニンがない、という1川答だけであった。

表35 パソコンのメールの不使な点作山D

NO.フ

NO_10

NO.19

ノ弌ソコンカ{なし、

ノ{ソコンを持っていない

3-1-19 闇8・Q6④パソコンのメールが使えない」11合にとる丁↓生

パソコンを1寺っていない。

(a)千菜

表 36 に、パソコンのメールが使えない場合にとる手段をまとめた。それによるど雁話が一番多く、携帯メ

ールは5*,と案外少ない。同じメールでありながら、パソ翠ンメールの代皆手段として携出メールが,謬知され

ていないことは、排出メールが使えない」11合の代轡乎段としてパソコンメールを使う人が7名いたことと比.1或

して熨叫ミ深い。パソコンメールを使える人にと0て携帯メーノレは柿1弛な川件のためだけの手段なのかもしれな

し、

闇"-Q尋1 バソロンのメールの不便な点

屯話(NO.5,10,15,17,22,24,27,29,32,34,35,42,43,44,46,47)

あきらめる(NO. H,37,45,47,50)

携帯メール(NO.24,34,36,41)

手紙(NO.10,22,39)

Fax (NO.39)

喪36パソコンのメールが使えない岐拾にとる乎段(下到令
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NO.5

NO,10

NO.14

電話。

NO,15

通話、手紙

NO.17

諦めます。

NO.22

TELする。

NO.24

電話をかける。

周a「Q癌4 パソ劉ンのメールが使えない場余にとる予段

NO.27

電話と手紙。

NO.29

携帯メールまたは電話。

NO,32

①電話で確認②会議を開く

NO.33

電話でフォロー寸る

NO,34

電話(携帯電話、固定電3翻を利用する。

NO.35

CDに焼いて郵送寸る。

NO.36

携帯メール、または電話連絡で代用。

NO.37

固定謡話をイ吏う。

NO.39

携帯メールで代用。

NO.41

あきらめるというわけではないが、放っておく。

誇0.42

FAX、手"圧。

NO.43

携帯メール、など。

NO、44

電話

NO_45

電話にて代用。

NO、46

案内状にて知らせる。直接電話する。

NO.47

あきらめる。

NO.50

緊急のことは少ないので、困ることはない。必要に応じて、電話で確認する。
電話、FAXをf吏う。それでも交信できなけれぱ、あきらめる。

何石埴

結果は表37にまとめたように、1"帯を含む電話が2例あ0た。頻数は少ないが、千柴の表36の傾向に'斤い。

あきらめる。

表釘 パソコンのメールが使えない場合にとる乎段 q弘動

NO.4

NO.9

ケータイ電話

電話で連絡

3'1・20 問8・Q7②伝言を寸る場合の用件や相手

甸千葉

表認に、伝言を寸る場合の用件や相手をまとめた。もともとあまり利用されてぃないコミュニケーション
手段ではあるが、当人が不在の'拾というのが最も多い(NO,10,21,(27),39,4D。ただそれならメールとい
う手段も島る訳で、結果的には「あまり利用しない」と「ほとんど利用しない」という羽偶"卸寺の回符にフの
実態があらわれてぃる。

鬪8一口劇④バソニンのメールが使えない場合にとる手段

衣認伝言を寸る坊拾の用件や相手(千菜)
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NO.10

NO、21

N024

用件の本人が不在の場合

NO.26

当人が不在の場合、急に亥更が胡った場合等

NO.27

集まりの時自分が行けなくなったときや、急用ができたとき。友人又は家族に頼む。

NO.33

集まりの日時が変亜、中止のとき。

NO.39

③当人(相手)が超多忙の場合。(狗分もそれに合わせられない場合)②私的なことがほとノVど。

比較的急ぎの用事があるが、速絡方法が他にないとき。

NO.41

蛾急度、および重要度の低い用件で、相手が不在の場合には。

謡3一邸卿伝禽安ゞる場会の用件や相手

取引先など仕事上の相手が不在のときに、伝言を依頼。友人が不在のときに、友人の家族に伝言を
依頼。

NO.44

NO.46

ゴルフコンぺの参加申し込みの返事の回収。近所の管理事務所ポスト1こ入れてもらい、事務員の人
に自宅ポストへ入れてもらう.

柴務の亭項で、休暇をとるときなど、引継ぎ老への伝三。

⑤石垣

難洪ιを表39にまとめたが、あまり利用されていない千*女であり、伝冨ど1咋かれているものはNO.1,3,9,10,

19イ立で胡る。

太諦伝冒を寸る場合の用件や相手住社亘)

NO.1

NO.3

NO,5

会合の日時などの伝肴。

NO,フ

他の市町村や県外の友人、知人への用件

NO.9

必ず、ではなくできれぱ伝えたい・ーでよい時。

NO.10

自分でかけつける

NO.15

本人が病気やケゲなどで病院などにいる時は訪問する友人に頼む。

MO.19

仕事で居場所や出かける先を伝言で頼む。

携帯謡話がいきわたり、戒接対話できる。

問3-Qス才伝露奇する壌禽の用件や梱手

3・1・21N_"8・Q7③伝言の不便な"長

家内に対し、子どもに用事のあるときに伝旨を頼む。

利吊癖度

あまり使用しない

あまり使用しない

(a)千葉

表如に伝言'の不仙な点をまとめた。ほとノνどの回響(NO.6,8,10,21,錫,4印が、枯*険匂駐しく伝逮されるか

どうかに不亥.をもっている。

胡まり使用Lない

ほとんど使用しない

あまり使用しない

ほとんど使用しない

よく利用する

あまり使用しない

太40 伝言の不使な点(千菜)

ほとんど使用しない

NO.6

NO.8

NO.10

正確に伝わらない場合があると思う。

NO.21

相手にきちんと伝わらない場合。

NO、27

伝旨されたかどうかの不安がある

N033

本人にきちんと内害が伝わるか心配

NO.46

助かります。

用件が十分に伝わるか不安な西がある。

(b)子i垣

表41に結来をまとめたが、確突1生での1'1_Ⅲ題(NO,5,9,1のの指縞があ0たのは千柴の表40 と1司様である。

自分の意向が正確に伝わるかどうかわからない。

判用類度

あまり使用しない

問小m③俵罵の不趣な点

あまり使用しない

あまり使用Lない

女41 伝苫の不仙な点(石」鋤

ほとんど使用しない

あまり使用しない

ほとんど使用しない

全く使用しない

ほとんど使用しない
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NO.5

NO.フ

NO.9

確実に限定された時間内に相手に伝わるかどうか不確実。

NO.10

塑守のとき

訪まり細かいことがわからない場合が多い

3-1・訟問8・Q7④伝言ができない娚合にとる手段

時々伝わらない

(田千菜

表42に、伝言ができない"洽にとる手段をまとめた。比較的多様な回答が相られたが、選話(N。. 6,21,24,35,
諦,44)、メール(24,41)といったところが代轡手段の代表といえる。しかしそもそもあまり使用されないコミ
ユニケーシヨン手段であるため、その代督手段にっいても、あま叺意味はないかもしれない。

問紗m③伝禽の不使な点

釜乏42 伝言ができない岐拾にとる手段(千劣0

NO、6

NO.10

NO.17

雷話等。

NO.21

垂要な用件ならもう一庶逕終する

NO.24

本人に話す。

NO.27

留守番電話に送信、改めて本人に。

NO,33

メールまたは砥話。

NO.35

諦める。

N039

島きらめる。

問8-Q7④伝欝ができない場合にとる手段

NO,41

固定電話を使う。

NO.44

再度(3~4回)固定砥話で電話をかけ直す。

NO,46

特にない。強いて言えぱ、メール(携帯電話、バソコン)か?

NO.50

電話で連絡する。

メモに残す。

(b)石垣

結果を表43 にまとめた。雁話(NO.1,4,19)、向分で行く(NO.9)、伝言(NO.3)といったとこ7 であり、電話
が首位であるのは千菜の表42と同様である。

諦める。

表43 伝言ができない打拾にとる手段(石埴)

NO.1

共0.3

NO.4

電話、ハガキで代用。

NO.5

相手の身近な人へ連絡

NO.フ

ケータイ電話

NO.9

諦める。

NO、10

手段は胡ります

NO.19

相手との密度の座合いであきらめたり、無理して当分で行く
あきらめる

問8-Q7④慌欝ができなし,、場会にとる手段

電話などで連絡寸る。

3-1'23 闇8'Q8②対面tる甥合の用件や相手

甸千菜
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表"に、対西という手段をとる蛎拾の用件や相手をまとめた。これによると、埀塾な橘やこみいった話、
長くなりそうな話の」,1拾(NO.6,17,18,21,27,32,34,36,46)と、会i活を楽しみたい」:カ'ヨ(NO.3,フ,22,24,26,29,
50)力叫寺徴的だった。こうぃった1!倒簸のコミュニケーションを行'うためには、侶kype などのテレビ屯'i・抽姑冠誕
もあることはあるが)、呪在のICT技術は必ずしも十分ではないと苔えられる。

表44 対而寸る場合の胴件や相手仟覗幻

NO、3

NO,5

食事等に行った時。

NO.6

NO,フ

質問の意味不明。

家族が入院とか通院とかしている場合、義師や石護師に話をする。

NO.8

NO、10

寂しい時に友人に会う。

NO,,5

同日、同じ場所、同じ時問帯に会えるとき。火事な打合せや、依頼をする人に。

NO.17

用件は本人に吏接伝えたほうが確実だから

NO.18

仕事上、相手の師を見て話す。

悶n一鴨②対面する堀舎の嗣件や掬手

NO.21

電話で話すと長くなる場合。

人を通じてだとちがってしまう牢が胡るので特に高齢者とは直接お会いして話すようにしている0

NO.22

NO.24

伝えたい事が多いとき、相手に不幸があったとき等心をイ云えるとき

NO.26

兄弟、子供、友人、会えるなら会って話す。

NO.27

相手と会って吏に話をしたいとき。会話を楽Lみたいとき。

NO.29

週2回の集会(ウラブ練習日)の時にほとんど話しが出来る。
①大変難しい問題を解決する場合。⑦地域活動(肉治会)。③仕亊仲問。

NO.31

NO.32

メール、電話では伝わらないこと。喜び、拙み、感情的な交流。

NO.33

相手が病気のとき。お見舞い。

NO.34

仕事の説明や乗要な相談事。

NO.35

回答一竜向を確かめたいとき。当事者に合って相誠寸る。
込み入った用件の時には、相手と直接会って話す。または、最終的な打ち合わせなどのとき0

NO.36

NO.37

用件のほかに意思確認ができる。相手の健療状態までわかる。

NO.39

細かい打ち合わせが必要なとき。

NO.41

こちらの用件の場合は、なるべくこの手段笹H吏いたい。

NO_42

先輩に対してや、埀要廐の高い用件の場合。

NO.43

取引先など仕事上の相手や友人など使用の相手と。

NO.44

会って話した1添うが良いと思う用件。

NO,46

友人と今後の予定にっいて話すときゃ、仕事上での意見交換を行う際に0

NO.47

色々ある。

NO,49

深刻な相談、お願い事割衣頼する人。

NO.50

時澗が許される用件では、できるかぎり会って話をする。
自動車のディーラーと、修理や点検などで兄積もりを依頼するとき。

利附頻度

家族に対しては、生活のいろいろな場合で利用する。趣味仲問とは直接会って話をする0

佃石垣

結果を表45 にまとめたが、大切な内容(NO.1,10,13)、安否胤蛎忍(NO.フ,16)などが主な1加口で訥った0

あまり使用Lない

あまり使用しない

胡まり使用しない

表妬対而す影易合の用件や相手(石1田

よく利用する

あまり使用しない

あまり使用しない

よく利用する

あまり使用しない

よく利用一る

あまり使用しない

ほとんど使用しない

よく利用する

あまり使用しない

よく利用する

よく利用する

よく利用寸る

よく利用、

よく利用する

承とんど用しょい

よく裂用する

よく利用する

よく利用'る

訪まり使用しない

よく利用する

よく利用する

あまり使用しない

あまり使用しない

胡まり使用しない

よく利用する

55

1
 
i
 
亀
,
ミ
t
 
、
ー
イ
!
ー
ー
"
.
、
、
'
ー
ー
,
,
、
ミ
ー
ー
 
t
g
 
t
1
 
9
 
ピ
、
}
ー
ー
 
L
 
廿
長
之
上
,
f
弐
ナ
,
1
一
t
、
主
、
1
王
雪
壽
才
三
1
弐
ミ
記
 
1
冨
妾
尋
支
肌
1
ー
ー
卦
.
引
ミ
忌
三
1
き
き
き
卦
三
圭
卦
f
ミ
弍
与
ミ
エ
ー
ー
゛
袰
4
多
恐
季
~
圭
1

kawanoak
長方形



0.

NO.3

NO、5

具休的な内容及び書類確認

NO.フ

NO,10

意図、考え、恩、い,一等を相手に伝え、

'

連絡したい事が訪った時、安否確認をしたい畔に0

0,

NO.12

大事な話は、会って話をする

NO.13

0

'1"、

困った時、嬉しい時、仕事のこと。友達、兄鵡0

NO.15

閻n-QH②、'対面する端含の隠件や相年

靈要な用件の時に相手が先輩などです0

NO_16

NO.19

業務上、受注活動のとき。
携帯電話が通じない場合。

3-1・24 11.118・Q8③対面の不便な点

(a)千菜

表妬に、対面の不使な点をまとめた。これによると、直接,;削"1tるための面倒や1゛1・1 ゜',"'
27,29,器,34,36,37,39,5のに関する指1ル功辻々も多い。歌に相手の都口ぜザ感した約'ミ"
面倒さが島げられてぃる。すなわち、相手の都合を汚愈Lなけれぱならない,点(NO,21,4,、'='糸'ご
取り付けなけれぱならない点(NO.18,49)である0

表46 対面の不使な点(千菜)

家庭内の困りごと。

、つ二 つ 0

NO.6

NO.8

電話等よりも細かくゆっ4ル舌せると思う0

NO.10

利網頻幾

同じ日々が取れない場合や遠方の人の場合0

NO'17

直接本人の所まで出向かなければならない

NO.18

よく利用寸る

NO,21

会うまでに支度をしたり、乗り
コンタウトをとらなけれぱ訪問出来ない事0

N022

る

ノ、

NO.26

相手の都合や気持ちを察する来
遠方に住む人と話をするのは不便'"'

NO.27

NO.29

相手が欠席したとき。

よく利用する

NO.33

自分の皀由な時問が無くなる。

問小郎③対而の不便な点

NO、34

時問、場所から来る告邨艮がある。

る

NO.35

お互いに手間がかかる。

し

萪0.36

お互いの時問の調整が合わないこと。

NO.37

お互いに行動する必要が生じる。

しない

に 、つ

NO.39

時問とお金がかかる。

しない

NO,43

ある程度、時問の余裕が必要。

しない

NO.46

時悶がかかる。

人問関係に支障をきたす懸念をして、言いたいことがいえよい口0

NO,47

口

NO.49

相手の予定がとれないとき。

NO.50

特に無い。

相手と日時や打ち合わせ場所のアポイント

^

相手が邇方にいる場合、なかなか会えない0

化)石垣

対面の不便な点は表 47 にまとめたよ

数が少なく、傾向まではいえない。

表47 対面の不便な点(石1動

0

、、、

^
ノ^、
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NO.3

NO.5

MO.15

相手が留守

相手とのアポが必要

3-1-25 問8Q8④対面できない場合にとる手・段

遠方の場合無理で飼る。

表 48 に、刈而できない場合にとる代替手段をまとめた。その結果は以下のとおりで、?W話、手紙、メール

といったところである。新しいメディアであるメールがオールドメティアで島る手紙と祠列第二位であるノ反は

興瞬ず業い。高齢者においても、徐々に新しいメディアが没透しつつぁることの証といえよう。

電話(NO.3,6,フ,8,10,15,22,24,29,33,舗,42,5の

手紙(NO.6,10,17,玲,21,22)

メール(NO.15,22,32,36,37,42)

伝言(NO.幻,26,43)

あきらめる(NO.46,47)

問a-Q8③対面の不痩な点

表娼対而できない場合にとる手段(千藥)

NO.3

NO.6

NO.フ

TEL

NO.8

電話か、どうしても必要な用件ならぱ手紙を書く。

NO.10

電話をする。

NO、15

固定電話を利用する。

NO.17

電話、手紙

NO、18

'透Z舌、メール

NO.21

手紙を書く。

問8一郡④対面できない場合にとる乎段

NO.22

直接たずねて手紙を置いてくる。

NO.24

手紙や伝喬

NO.26

砥話、手紙、メール。

NO'27

どうしても伝えたいことがあるときは電話。

NO.29

他のクラブ員に依頼する(伝言)

NO,32

諦めることなく、初朔の相手と話しできるように努力する。

NO.33

固定電話、携帯電話で代用する。

NO.35

パソコンのメールを利用する。

NO,36

電話で相談する。

NO.37

電話する。

NO.39

やむを得ず、パソコンのメールで詳細を送信する。

NO.41

用件によっては、バソニンか携帯(メール)で。

NO.42

あらゆる手段を用いて迎絡する。

NO'43

特にない。

NO.46

電話、メール。

NO.47

必要に応じて第三者に依頼する。

NO.49

可能であれぱ、相談者、依頼人を変える。二れが無理ならあきらめる。

NO.50

代用手段は無い。あきらめる。

特に考えられない。

電話で代用する場合がある。

(b)右1亘

結牙ιを表 49 に示司・。屯i訊NO.1,4,13,15)、手河KNO.1,5)、伝二KNO.3,9)などで島0た。大方の但Ⅲ引よ千葉
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の表娼と伺様である。

qa」動表●対而できない場合にとる手段

NO.1

NO.3

手紙、電話で代用。

NO.4

家族に出会時問等を連絡

、^
゛」、

NO.5

、、

ケータイ電話

NO.フ

NO.9

手紙、メモ

NO、10

手段はあります

NO.13

他の友人から伝言を(通話など)頼む

NO.15

私胎声

日を改める

NO.18

代用する手段は、電話で連絡する。
電話がある。

B④"対面で暫ない

3.2 問9・QI~Q11 場面ごとのコミュニケーシヨン

以下は、場面ごとのコミュニケーションで、どのような手fXが取られるかを剣'ねた、 00

3-2・1 特に用小:がない'拾

(a)千菜_,
最初の場面は特に用事がないけれどなんとなく認ルがしたいという場,呈こ仟ルられる手泌、、 C 翁弌
図3に示されてぃる。まず固定電話が一位で、炊いで抄洲、電話、1野'メール、といったところであbo

わからない。

合にとる手段 、

100%

80%

60%

40%

20%

0,6

図3 特に用U功巡凱、蛎拾に用いる手段(千葉)

手ル氏や西話では大袈裟その理由にっいては表 50 に示されてぃるが、固定電話が利用される理由としては、
だし、電扱では相手を烈紡司・ことになる。手問と時雛M功、からない手段として冏'屯可・功辺遡、としっここ
ろである。

(n=50)

口無選択

図時々使う手段

国よく使う手段

認

ル

一
、
、、」

、
、、

、
〕

、
、

そ
の
他い

し
な

対
面

伝
言

P
 
C
 
メ
ー

電
報

手
紙

携
帯
電
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固
定
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携
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メ
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ル
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表脚特に用U幼ミない甥合に朋いる千段とその理H、1(千葉)

N02

NO.4

NO.6

よく使う芋段

NO.フ

固定断括

NO.8

NO.17

r 「混

NO.18

同定電話

NO,21

ときどき使ラ手

NO,22

団定電話、携帯電話、

固定電話

N025

而

固定電話、お餐昔電話、

き井メール

NO,26

携帯電話

銀

9-01

携帯電話、手紙、対而

支

NO.27

1冊

吉

れチ

NO,29

き,.メ

早!R.サ'.ではないため。

NO.31

がナ"い

電話や対面が手っ取り早い。

P0メ

゛,でブ"いか'で

囲定電話

N032

Lナ'い

ル

圓定電話

NO,33

電報."畷忽時や祝電等。携帯メール・・・字も小さく面倒。パ'ノコンメールー

ル

手紙、P0メール

"冷、

"

血二

けてぐにi,ミカ

NO.35

していない

置

NO.37

家に居る時に連終をし、すぐ行動の出来るときに行うので鬮定琵話を使用。そ
、ろの'に'市,、がとれれぱい畔はP0メールナ

吏

NO.39

'カサ'いか'

奔

NO.40

手紙、電報・・・大げさになる。携帯、PCメール・一声が聞けない。
に日がかかる X ・一吋"用がかかる

対而

P0メール

一昂は全くた

NO.46

ない

必要姓を感じない。

き,,テメール

"

゛

回定砥話、携帯電話、

、面

晋、

から

バ

NO.49

メ、

七・.

①携粥電1舌長砥話になるケースが多いから。②手紙相手によっては菰催を
かける。③電キ丘びっくりさせる。④携帯メール念羊しいことが伝わらない。⑤伝
言内容がもっと軽くなる。⑥対西.一番いいが、お互いの都合が難しい。⑦しな
い

NO.50

つ二

云で'

に

、メ

囲定電話、携帯電話

ムは宙

佃石垣

結果は図4と表51にまとめたとおりである。よく使われる手段は冏定電1舌と携帯電話であり、対而が若千

利用されてぃるf呈1女である。電肩舌が用いられている理山は、表肌によると利便性が多い。なお、この傾向に

つぃて千菜の図3との比較をするためにχ2検定をした。その結果を表腿に示す。固定心話の使用率に5%水

準で有意さが見られた。固定西話は千莱の方が良く使われている。

手羅

ルの

告

^、
跿1

P0メーJレ

地の手

図定電話、携帯電話、

携帯メール、PCメー
ル、弁

P0メール

特に望要な内客ではないから。

1

コ

"

はi

他の・、段では、十分なコミュニケーションが期1,できない,

は0,

59
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100%

80%

60%

40%

20%

J/

メ!'

.゛

"ダず

09'

偲14 11に用*:が無い場合に用いる手段 qJ垣)

表514別こ胴小:がない場合に用いる乎段とその理由(石垣)

(n=20)

口無選択

臼時々使う手段

園よく使う手段

NO.1

J子

艇0-3

0.398

NO.4

よく使う手段

い

NO.5

NO.6

NO,フ

NO.10

NO,11

対面

い

NO.15

ときどぎ使う孚段

固定電話、携帯電話、
辧タメール、対而

園定電話、手紙

NO.16

NO.18

囲定電話

NO.19

引ヨ QI

NO,20

固定電話

囿定電話、携帯電話

囲定捲話、携帯電話、
対西

固定電話

表詑ヰ桝こ用*:がない場合の手段に関するχ2検定の結巣

挑帯砥話

に用

デ に必要とも照ないから

携帯電話

自分の意志が伝わらないのでは?

がナ'い

囲定'電工舌

携帯電話、携帯メー

ル、対面

描帯電話

リ

目的がかなわないから

これ以外の手殴では吋ルがかかるので。

門モが,利だから

、ι、

携帯電話

0.502

便利な電話があるから

剥定電誌

フ.343

*

右妾
州昇

携帯電話

お金がかかるから

他は方法がわからない。

利な法キ取ったから

3-2-2 州宅時Ⅲ1が遅れる場合

0613

ナ徒'1望

保外の仕,が主だから。
この

他の手段では、西伊Kさいから。

ω千英

区15には姉宅時1}、"が遅れる町拾に用いられる手段がまとめられているが、"揣聟齢肋り王倒的首位である。こ

0.868

・段が、いつでもどこでも寸ぐに用でて,手1なので

0.824

如跡妥話の振デP外は晃作の仕が

0824

60

2、647

ル

5.793

からない。

1.254
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れはその時の状況にもよるが、鬮定?遜舌が利用できない岐舮県こいることも多いためであろう。次いで圀定肱話

と"j出メール、という1順になっている。

その鄭山は表脇に示されているが、他の乎段では手リUや時11_肋切、力田、"ナ許挫のある膨附託断舌が・一番いい

という、至極当然のものである。ただ、"辨タメールを良く使う手段としてあげた凹抽には、速く用件を済ませ

られる(NO,25)や様疾に伝えたい(NO.37)などの理由が指拡iされている。

100%

80%

60%

40%

20%

00ι

偲15 晰}宅時冏が遅れる"拾に用いる手段(千葉)

表認昂宅持冏が遅れる場介に用いる手段とその理H、1 仟覗幻

(n=50)

口無選択

囲時々使う手段

圃よく使う手段
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NO、2

N06

N07

NO.17
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あり、他に芳えられないといシ琶見が多い。傾向としては千葉の原15に近いがχ2検定をしたところ(表55)、
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その理由は表船にあるように、

冏定屯下活速く連絡できるし、身近にあるから

携帯亀話身近にあるから

パソコンメール多くの1様扱を伝え合うことができる

といったところであり、

段を羽川刊・る、ということのようである。

表56 遊びのスケジュールの述絡をする甥合に用いる手段とその理由(千罫幻
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結果を図8 その理由を表脚に示寸。手段として携帯屯話、圀定電1舌、それにU'佃'メールと渕面がノし、
に近い。理由としては、牛桝こ他の手段は考えられないというものが多かいう傾向であった。これは千葉の図7
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表57遊びのスケジュールの述絡を寸る場合にj・Πいる手段とその理山住存勵

0.439

(n=20)

口無選択

侮時々使う手段

圃よく使う手段

ノ゛

yJ"

NO.1

1.744

い

,f

N03

,〆

NO.4

よく使う手段

N05

NO.6

●'〒

N07

N09

囿定電話

1,325

NO.10

ときどき使う手段

NO,11

'持びのスケジニールの"、'テ大る09 ・(〕3

手紙、携帯メール、対
面

NO.15

固定電話

NO,20

表58 遊びのスケジュール設定の場合の手段に1判するχ2検定の結米

携帯電話、携帯メー
ル、PCメール

鳳定扱話

携帯電話

男111こ"、弓,,ナ'し。

圃定電話

趣定電話、手紙

券蝋"電話、挑帯メール

他の手段は、具体性に欠ける

'」定町ヌチが荊,

2.240

固定電話

相手の都合を聞かなけれぱいけないから。

携帯電話、対面

批帯靴話

確実に伝わるので。

3・2・4 体調が悪い'拾

0_824

相手が私の携帯からすぐつながるので番号を探したり、番号を押す手問
がかからない。

1な劃二舌で

右記孝段答やう理由

他は、必要ない

甸千莱

図9に示されているように、体嗣が忠い、つまりある郁の堅急心1のある'拾には、固定屯話もしくは"箔夕屯

話が圧倒的に良く使われるようで訪る。

その理由は表脚にまとめたように、断V剖峅に時朏をかけずにj村件を伝えられるから、というものが一番多

0.726 0、824

近にる。または÷

他は方法が'からない

ますメールの及い方・知らないから

曳〒'1 、ゞ交(D'

0.824

65

癌.以外は、呈作の仕方が'からナ'い

1.756

つているものにーる

5920

そ
の
他い

し
な

対
面

伝
言

y
り

合

彰
"

乎
紙

携
帯
電
話

固
定
電
話

そ
の
他

し
な対

面
伝
言

,
帯
メ
ー
ル

手
紙

携
帯
覧
話

矧
定
電
1

"
.
」 P

 
C
 
メ
ー
ル

P
 
C
 
メ
ー
レ

J
,

、
」

kawanoak
長方形



い。ただ、"洲打E話では失礼だと思う{NO.4のとい0たように、繁急時にも相手に苅「}、る心配りを司、る人がい

るところは海齡者らしさを感じさせるものである。
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図9 体調が恋い場合に用いる手段(下穿令
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結果を図10、理由を表60に示す。携胎巷話の利用が圧倒的に多く、次いで圈定礁話とい列沽来となった。

理細としては手近にあり便手1リごDら、というものが多い。これは千菜の図2-25と比岐Lた1博、固定屯話グルヒ郭

が石垣で低いことが註江1される。この項何に1堤らず、イ瓢亘では通話に"辯影毛、話を使う傾向が強いように思われ

る。

念のため、χ2検定を行った佐そ6Dが圖定碓話について1%水堆で有意差が認められ、岡定遜話の利用に斧の

あることが硫認された。
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図10 体洲が悪い場合に用いる手段住社動
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3・2・5 利1翔冠設のスケジュールを胤偏思する揚合

図 11に示司・ように、冏定電話、携帯電1舌、パソコンメールのj順となってい00 表62 にヒ十をル゜'
スビ_ドと衞単さから会場に直1寶厄下盾をして即時に回答を得るのが良い、というようにまと)ら' 0ごう0
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図Ⅱ利1、聯鰭女のスケジニールを砕認司、る場合に用いる手喩(千菜)

(千菜)表個利j,剛血設のスケジュールを科儲忍する蛤拾に用いる手f又とその耻由
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(b)石垣

結果を図蛇、理由を表63にまとめた。結果を見ると、鉚州芋西話に次いで固定f硫舌となっており、刈'応司、る

千葉の図Ⅱに比べると、ここでも固定電話の使用率が低い。χ2検定を行った結果を表64に示すが、圖定電

話について1%水準で有意差が認められた。(そういうことはしない、にも1%水池で有意差が認められている)。
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図12 羽捫勃衝没のスケジニールを鼎齢点する甥合に用いる手段 q罪勵

表儒利用施股のスケジュールを雁認寸る場合に用いる手段とその延推1(石垣)
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表64 利用施設のスケジュールを磁認する坊洽の手段に関するχ2検定の結果
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NO.6

NO.フ

NO.17

よく便う革段
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結果を図H、理由を表66に示した。利用予段は、夢針打旨話、冏定電託、そして対而という順で訪り、千菜

の図2・27と比較した甥合、やはり圖定肱話の使用率が相弁紬辧こ低い。ただ、表67を見ても、圖定屯話でなく

"附夕眠話を利用寸るという意味での杖極的な理由は見あたらない。χ2検定の結果、やはり岡定碓話について

1%水準で有意差が認められた。
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q駄動喪66 困ったことがあって相淡する場合に用いる手段とその理仕1
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困0たことの松談をする場合の千・段に櫛寸るχ2検定の結来図釘
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図15 楽しいことを伝えたい呪合に用いる乎段(千藥)

表68 楽しいことを伝えたい4洽に用いる手段とその理由(千男身

N02
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N021
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N026
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(b)石垣

結果を図16、理由を表69に示した。選ぱれる乎段は携帯電話が圧倒的であり、玖いで周定電話、刈而、手

紙、抄洲'メールといった具合で島る。"剛打斑活が選ばれる廻油は特に明雁ではないが「これでいい」といった

意見がⅢにっく。χ2検定を行った結果を表・70に示すが、ここでは携帯肱話にっいて5%水池で有意差が認め

られた。石垣における携帶心話の利用の商さが顕著である。
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,,々':春え丑えるくらい

生'

これ以上は必要としない。

固定電話、P0メール、

、西

では正

=',

UI .,'、"・.・

便利で゛意図を伝えや寸い手段であるから.

市接、伝えたい人に早く伝えたい。固定電話は、本人以外が出ることがある。手
紙は、跡問がかかる。'電報と携帯メールは、内容量に制約がある。伝喬は、他
人'澤とナ'る

に'_々しナ'がら内

、しナCい。

100%

この」

手紙等では相手にこちらの取婿が伝わらないから。

ムに

の反"

80%
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したことがナ'いので
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口無選択
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灰辻6楽しいことを伝えたい」易合に用いる手段 q"勵

表68 楽しいことを伝えたい場合に用いる手段とその理山住社田

N03

NO.4

よく使う乎殺

NO.5

NO.6

NO.フ

固定電話、対面

N09

NO.10

ときど窒使う手段

圓定電話、携帯電話、

手紙、町%メール

NO.11

NO.15

r 9・・QJ

NO.16

NO.17

揆帯電話、携帯メー

ル、P0メール

NO.19

対面

携帯電話、対面

圃定電話、霧帯母話

N020

園定電話、携帶電話、
対西

表69 楽しいことを伝える場合の手段に関tるχ2検定の結果

.しいこと

携帯電話、手紙、携帯
メール

情報、心境が早く伝わる。

,面でπ、せぱ三ホしくナ'るから

云えたい

直接相手に伝えたいから。秬手も轡ぱせたいから

囲定電話

この手段が

挑帯

携帯メール

これ以外を避ぷとゆっ4ル舌せないから。

'、

団定電話、携帯電話

3.993

携帯母話

生、三iξ

パソコン謝吏わなくても携帯メールや携帯電話を1吏うまた遠方や時闇に
よって掛けられないときは手紙を轡く

右,手f 。

携帯砥話

, 11なので。

の習きだからいつ・

携帯電話

3・2・8 賠り物のお礼をする場合

(a)千集

図 17 に見られるように、固定心話の汰に手紙がきており、それから鄭剛打E話、刈而辻いう順番になってい

る。その理由を表 70 に見ると、千剤モや対而が入0てきているのは、肉分の気持ちをちゃんと伝えたいから、

ということのようである。

フ.342

*

の

これで充分,

,'理

他は、不硬。

3,432

の物メH云えや、、いから

れ以外の手段では、不.,

特になし。
いつでもキ,,";しているので、T ぐに伝えられる,
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80%

60%

40%

20%
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図17 賠り物のお礼を寸る'洽に用いる手段(千勢埼

表70 蛸り物のお礼をする4拾に翊いる手段とその凹抽(千劣今

゛TI

Ⅱ王

(n=50)

報

゛'

口無選択

岳時々使う手段
囲よく使う手段

ノ十

NO、6

NO-フ

NO,17

心●

よく使う手段

NO、21

ル

N022

NO.26

固定電話

N027

75

ときどぎ使う孚段
固定霞話、携帯電話、

N031

NO.32

1ヨ

NO.33

1τ1・老

9-Q8

暫

N035

手紙

NO.39

.:圧、

固定電話、携帯電話、

手紙

NO.41

固定電話、携帯'電話、伝言以外はあまり使わない。

の

絢定電話、携帯電話、
ず=メール P0メール

NO,46

,正

メールパソコンはで'ナ'い云昂はネ1'ナ'ので

、

メ、

'『、,

ナ

NO.47

"祝昔電話・ーついでにという軽い気持ちになりや寸い。電報,一大げさ。メー
ル・一事務的、機械的。伝冨・一感謝の意が伝わらない。対而一・相手の都合

NO.49

固定電話、携帯電話、

る

'

対面

NO.50

.?'タ、

'、

姿も兒えないし、声も聴こえないのでは失礼になるような気がするから。

がかかことはLナ

^

固定電話、PCメール、
云?メ、

!1

メ、

型

裂、ぞ

向石垣

結果を鬨18に、理山を表71に示寸。携帯西話が一番多く、次いで圖定屯話、手紙、対而といったところで

ある。千菜の図17と比較するとやはり固定心話の利用の低さが目立っ。χ2検定をした結果を表72に示寸が、
やはり澗定屯話について5%水準で羊酷新差が認められた。

には'に亦1マろことが
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L '、ナ、い!

区 、.ミ干
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バ
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ル P0メール

)、^"

他の手段では、気持ちを相手に伝えられない。

'L 、

hの

煮即、'
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ル交
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図18 贈り物のお礼をする場合に用いる手段 q弘動

表71 贈り物のお礼をtる場合に用いる乎段とその理由(石垣)

話 ・舌

0.451

(n=20)

口無選択

翻時々使う手段

匪よく使う手段

2.913

NO、1

NO,3

NO.4

よく

NO.5

う年段

NO.6

圓定電話、携帯電話、

2.913

NO,フ

NO.9

と声どき

NO.10

圃定電話、手寺

固定電話、携帯電話、
メール

NO、11

NO-15

う手段

NO.16

",

NO.17

NO.19

8

対衝

固定電話、携帯電話

NO.20

畷定電話、携帯電話、
手紙

携帯電話

手紙

1 にナ'

の'ネ

表72 則り物のお礼を寸る蛎洽の手段に関寸るχ2検定の結果

メール等は高齢者に熊理

手紙、携帯メール

ちゃんと伝えられるから

トー斗

できるだけ痘接相手に伝えたいから

, 'は"がけ

固定電話

対西、返礼の贈り物

この

゛、

メールの仕方も知らないし、伝言は失礼になるし、邇くて対面ができない
ときが'から

手紙

固定電話、携帯電話

携帯電話

個定電話だと相手が不在のときは伝喬するが、それではあまり心が通わ
ナ'いーナ'.'力t

だと

フ.807

*

し

手紙

携帯電話

くて

紐ι都かくて

り二,

圏゛

3・2・9 約東に遅れそうな場合
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の1 、、
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'ので
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れ以外の段では、不

(a)千菜
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図 19 に見られるように、トップは拶附打E話であり、次いで圃定屯肩舌、それか制好排メールという1順になっ

ている。

その理由を表 73 に見ると、特に圀定電誕である理由は明記されておらず、抄辯打属乱こっいてはどこにいて

も連絡ができるというユビキタス挫に関寸る言及が見られる。
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40%

'5'

ゞ

20%

"タ

., ξ

0小

図玲約東に遅れそうな甥合に刈いる手段(下英)

太73 約束に遅れそうな場合に用いる手段とその皿由(下工悌

(n=50)

口無選択

辺時々使う手段

幽よく使う手段

N02

NO.6

NO.17

NO,18

よく使う手段

手紙等では迅速な対応が取れないから。

NO.21

NO.22

NO.26

ミ1牛 0'弔

^

NO.27

携帯電話

フフ

NO,31

ときどぎ使う苧段

NO.32

固定電話、携帯電話

宅草〒1Π'ミ

固宗番,・、枇芋挑恬

NO.33

排

N035

卿訂、09,

囲定 C舌

千

中,メール

N039

携帯メール

携帯電話

、東に'れ

NO.40

外出畔、獣井Lかない

':;

NO.41

矧定"

テ1;i'1
U

NO.46

電モ'代や畔

'1,ー' t
' 1

携帯メール

^",、

'二舌、

批帯番括、擶帯メール

NO.47

固定電話・一出先の事が多いので取り急ぎのお詫び。
くの章で、遡

国定舌

.ソPらでいつで・庫,凡とれ三ため

1塵弊子1、:1舌

タ""舌、伝で'以外はあまりf わない。

携糊電話、携帯メール

NO.49

問のロス。

火

'ι、

110 、

、佑二.し乢

NO.50

圓定气!話、批帯"話
匪定電話、携帯電話、

P0メール、伝言、公衆

①手抵滑キ間的に無意味。②電まル届きづらい(場所的に)。③PCメールソくソコ
ンが無い場合ダメ!④伝雷.不確実。⑤対面.最高だが不可能。⑥あり将な
し、!

を;、下1工'1

お記段

が

携帯砥話

'掘t',

皐,';キ

抵帯汽1

U粋昔罷話はどこでも吏えるから

耕宇即1舌、村舗昔メール

法として',

他の手段では、すぐにルに合わないから,

つていナ'い人

^

固定電話では、相手と迎絡が取れるか不安。また、他の手段では繋忽性に劣
る。

固定電話、携帯砺話

う理

立上,促1゛:1舌

繋急の合なので、碇課ができれぱ一泰行でも喪い。

ないか

これ以上は必要としない。(その他として、公衆電話を用いる。)

固定電話、携帯'電話、
辨帯メール

?亨ナ'、1司

囲定舌三

公衆帯活(固定俄工翻キ果すのが大安。

し、

ーの他=公衆"航舌,一番早く伝えられそ'な手段を使う,

手紙は、旦冊討生に劣る。各メールは、相手の碇認を待たなけれぱならない。'電
報は、最近は即時性がない.伝言・,而は不適切だと思う,

その他の手段・ーー刻

務動中がほとんどなので、早く簡単に交信できる携帯電話を使う。他の手段
は、ルと時問がかかるから,

他の手段では、撃急姓がないから,

そ
の
他い

し
な

対
面

伝
言

一
昇
絵

P
 
C
 
メ

携
帯
メ
ー
ル

電
報

手
紙

携
帯
電
話

固
定
電
話

外

ー
ル

kawanoak
長方形



化)石垣

結果を図20、理由を表74に示寸。ここではやはり膨剛夕屯話が一番で島り、次いで固定電7活、抄外"'メールと

なってぃる。理由を見ると、抄附,恐話の堅急附'応性が評価されている。これは図 19 の千葉の結果とほとノνど

祠一である。やはりこうした場合には、千葉でも携帯電話が良く使われるわけで島る。χ2検定の結果を表75

に示すが、ヰ乳こ有意差は見られなかった。
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80%

60%
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20%

00,

図20 約束に遅れそうな場合に用いる手段(石励

表74 約東に遅れそうな場合に用いる手段とその理由(石垣)

話話

^,

(n=20)

口無選択

囲時々使う手段

■よく使う手段

つとも連'が取りやすい

NO.1

しているので、寸ぐに云えられる。

N02

N03

固定電話、携帯電話

NO.4

N05

固定電話、携帯電話

N06

挑帯電話

NO,フ

しかナ'い

携帯電話、携帯メール

携帯電話

固定電話、携帯電話

NO,9

固定電話、携帯電話

NO、10

臼 9・Q9.、

べつにナ

NO.11

いつ・

NO.17

携帯氾話

NO.19

近く1こ

しメールナ

N020

に"

携帯電話

圖定露話、携帯電話

手の

J

この手

携帯メール

いてい

るから

メールはでないし、、面できるくらいナ'ら行けぱよいから

表75 約束に遅れそうな呪合の手段に関するχ2検定の結果

'ど bの

取りあえず連絡を取り、先に行ってもらうなり「後何分でっく」というような
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2.520

3、2・10 友人にお金を儒町る場合

4763

(a)千菜

図 21 を見ると、この設1-1'批こついては、そういうことはしない、という回答が圧倒的であった。ただそう

tる場合には対而を利胴寸る、という傾向が見られる。とも力く、お金をイ告りるという内容の竹メ冬から、 N、1手

に刈'して失礼の内容に寸るとい加紀戚が表76の理由に見て取ることができる。
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ル

1.616

100%
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0.824

0!0

1.254

/

図21友人にお金を借りる場合に用いる手段仟馴0

表76 友人にお金を心!拘る蛎洽に用いる手段とその廻推1(千1燭
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(n=50)
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N06

NO、フ

N08

NO.21

よく使う手段

N026

NO.27

N032

'1';'
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し
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Lナ'い

ミし、

N050

"躬脊メール、P0メール

怨

しナ'い

(b)石垣

結来を図22、理由を77に示す。そういうことはしない、という回符がINも多いが、するとしたh心の手fx

は対而とほぼ伺程皮に膨剛打琶話とな0てぃる。これは千菜の図 21 の結果と対象nJで、千葉ではやはりしない

が多かったものの、する甥合の手段は対而、迭いで固定心1舌や乎紙となっていた。χ2検定をした布永を表78
に示すが、誤祭7砥話にっいて 1%水進で有意差が認められた。ここでも石垣の抄洲竹断舌利用度の■さが浮割彬

りにな0ている。
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図詑友人に船金を惜りる瑞拾に用いる手段(石垣)

表76 友人にお金を惜りる1島合に用いる手段とその理由(石1動
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詫03

NO.4

NO.6

NO.フ

くイー・段

N09

NO.10

NO.Π

携帯電話、対面、しない

対面

酔0.15

しない

NO.19

対而

NO.20

特になし

対而

9-QI0

失礼になるから

対西

表77 友逹にお金をイ11御る娚合の手段に開寸るχ2検定の結果
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金、'の下し苛りは,色対にしません
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りたいときはキ
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金客
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によるけど、、ψがξ,に'かるから
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この手段以外は、外部に知られるから。
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0.220

換き電話は、周り

と' ど・

でU'

封 ,う芋段

3-2・Ⅱ安否併齢獣を寸る岐拾

ω千葉

図 23 に示したように、安否確認の乎段としては固定屯認辻"附牝に話が多く、手紙、挑帶メール、パソコン

メールがそれに次いでいる。そ0矼型由としては、表 78 にあるように、安否磁寵、は至急行う堺合が多くその

愆味で砥話という予段が選択されるようである。
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表78 安否磁二認をする場合に胴いる手段とその埋山(千謝幻
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NO'6

NO,フ

NO.18

よく使う亭段

N021

NO.22

NO、26
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固定謡話

N032

ときどき使う手段

固定電話、携帯電話
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結果を図24、理H」を表 79 に示す。図24 によると、やはり"沸躯断活が一番であり、汰いで固建電話、対而

となっている。これは千菜の図船に見られる価洵とはことなり、固定電話の使則率が低い。この結果をχ2

検定したところ、表80に見られるように、固定暗話に鬨して5%水準で有意差が認められた。
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表79安否偏翫思をする場合に用いる手段とその理由 q罪動

NO.1

NO_2

NO.3

固定砥話、携帯電話

NO.4

固定電話、"辨声電話、
手紙、対面

NO.5

携帯電話

NO.6

NO.フ

固定電話、携帯磁話

固定電話、携帯電話

対西

回定氾話、携帯電話、
対西

NO.9

メールなど他の手段が

削9~011

いつも持ち歩いているから

NO.10

携帯電話、手紙、携符
メーJレ

NO.11

自他の音声の方が良い

NO.19

自分の目で確かめたいから

コ=隆刃ナサーる

NO.20

相手を確認できないから

この手段が禾11ナ'ので。

固定電話

安否確認は相手を児て話をする。顔を見ないと確認にはならないと思いま
す。

携帯砥話

表80 安否を確認する場合の手段に鬨tるχ2検定の結果

携帯電話

いこ

固定電話では相手が病床に伏せっている場合は直接声が聞けないが、
携帯だとそれが出来る。また病院に入っている場合などはメールを打って
'<.

●キど

携帯電話

'せない

」

いつものことだから

魚キ要寸るから

,臺

11汗

8.816

、

*

力

話

は、 bιキ気にせ一三しやすい。

5301

1だから

コミニニケーシヨンメディアを歴史的に振り返ると、対面や伝言、手紙、電桜や固定逃話、鄭剛打旦話、携帯

メール、 PC メールとい0た1順になる。商1聆者のメディア選択には、岡定,.に話や予紙とい0たⅢメディアを選

ぶ傾向が訪り、別途分析を行った学生のメディア選・択には抄升詐,_に話や抄シ出メール、 PC メールとい0た新メデ

イアを選ぶ傾向があったが、そうした傾向は心、ずしも固定したものではなく、商断尭1が1捌探な恬の通話機能を

選択する岐拾も島る。これは、今回の高齢渚オンフォーマンM迦辧捌_琶話の保有者であり、携帯磁話のニビキ

タスがν瓢更向1生を理解していたからとぢぇられる。ただ、・膽帯メーノレやPCメールといったメール'矧延の利用

には、キー入力捕水功地、要であり、その習熟が困難であることから商齢者ユーザでは選択される岐拾が少なか

つたのであろう。

3.2に挙げたⅡの場面のラ"須との鬨係で児てみると、急くリ易西で島るQ2, Q4, Q9においては、4'試こ学生に

おいて、打馴托途話と"沸タメールの利用が顕著で訪り、ル刷蛉者においても"瓣"丘話の利用が顕薯である。急いで

いる状況では、周1胴にある利用可能なコミュニケーションメディアを探寸より、乎近な拶辨乳琶話を利用した方

が良いのは当然であり、抄X仔心話の普及した呪在では、このような傾向が見られるのは内然なことといえる。

学生に関する分●M確果を引用tると国、炊のような傾向が見られる。ある朽渡急ぐ場而として設定されたも

ののうち、 Q3 については学生における拶錨1.メールの羽リ・Uが、 Q5 にっいては学生における狸洲打E話の不1リ村が、

Q6にっいては商朧者における圖定屯話と学生における"州打E話と携粥ヅールの利用が、Q8にっいては高齢者

における剥定屯話ど学生における抄剛タメールの利胴が、 QI0については学生における対面の利胴が顕薯であり、

ある私り変急ぐという而においては共通でありながら、スケジューノレ決定や"_Uい合わせ、相蔽、お礼、イ告金とい

うν廿兄の違いが、選択されるコミュニケーションのメテ'イアに影粋したと誇えられる。
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ヰ乳こ急、が力N寸牙而として設定されたもののうち、 Q1 にっいては'・肌玲村の1司定心市・1、¥f 必が山市1 'W
メ_ルそれに対而が、 Q7 にっいては商齢者の確1定,.断活、学生の対而が、 Q11 にっいては尚締者の山'論由・1
ど学生の抄剛乳E話が噛徹的に利用されるメティアであった0
総じて、邸急震が商けれぱ捧附牝丘話の常時利用可能性が活用されるものの、とれ以卜の加口」、.印、'、
は固定延?活ご学生では夢矧乳葛話や抄剛yールという、彼らになじみの島るメティアが羽用゛'(fゾ)n
た。

学生が旧メディアを選択高齢者が新メディアを選択Lなか0た哩由はキー入力というスキノW"な面にあ)、
しなかった岬由は新メディアの利便陛や絲済除にあるといえるだろう0
反女Nこ、手瓶や電線といった古いメティアは1巧畍者に翁いても利用される,・i!1口が低かっこ0 うー'ニ""ミ
古けれはネ川則列女が商かったかもしれないが、呪代の尚齡者においては同定電市功ξもっとも引畭、ヂ゛デ
イアといえるのだろろう。

さらに、 PC メールが訪まり利用されてぃなかった点も特彼的である。 PCメールは才河毎へ)、'1 、".・ν"
るが今回,1栃証したような佃人的利用の範囲では、局齡者にとってもまた学主にと0ても刈用こ'0え゛
メディアではなか0たといえる。

井凡綸では、人工物発達学の視1瓢からコミュニケーションメティアの選抓行動を取ノ上ι、てと刀'〒ど行こ0
まだ十分な分析を終えてぃない段階ではあるが、その結果からは、「伝える」というX通)1.呆七ブ)゛ Dこ
の多様な選1則伎から特定の人工物が進択されるのは、ユーザの1子1生と状1ルであ0ことが刀らPこよっこ0ヨ立、
このアプローチを他の行・動場而、たとえば「学ぶ」「記録司、る」響々に適用することにより、人・勿十達、
そのあるべき方向性が明らかになってくると思われる0

5.,1"辞なお、オ寸捌査の泥揚ιを集計し分析するにあたり、斥岼樹潟大学人1司科'学q肝ンモ科'松、元IJ主入、イ丸杖、く学
ここに晃町射の意を表します。人冏総合科学メ肝究科.wk断N懸影棚の橋爪織ffさんのご恊力をいただいた0
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